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【
作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

ひ
ら
せ　

よ
し
み

１
９
６
２
年
北
海
道
生
ま
れ
、
函
館
市
在
住
。

函
館
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
教
官
。

受
賞
歴
な
し
。
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【
登
場
人
物
】

沖お
き　

亜あ

希き

良ら

（
9
）（
29
）
書
店
ア
ル
バ
イ
ト

森も
り

川か
わ　

祐ゆ
う

司じ

（
33
）（
13
）
鍼し

ん

灸
き
ゅ
う

師し

富と
み

沢ざ
わ　

竜
り
ゅ
う
だ
い大

（
33
）（
13
）
鍼
灸
師
・
森
川
の
親
友

森も
り

川か
わ　

希の
ぞ

美み

（
28
）
鍼
灸
院
受
付
・
森
川
の
妹

沖お
き　

ひ
ろ
し
（
38
）（
53
）
亜
希
良
の
父
・
故
人

沖お
き　

　

路み
ち

子こ

（
58
）
小
学
校
教
員
・
亜
希
良
の
母

清し

水み
ず

真ま

佐さ

子こ

（
80
）
亜
希
良
の
祖
母

高た
か

崎さ
き　

和か
ず

博ひ
ろ

（
39
）
書
店
社
員

茶さ

山や
ま　

隼は
や

斗と

（
32
）
書
店
社
員

月つ
き

島し
ま　

加か

奈な

（
53
）
書
店
パ
ー
ト
・
主
婦

結ゆ
う

城き　

沙さ

世よ

（
37
）
書
店
パ
ー
ト
・
主
婦
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飯い
い

島じ
ま　

ま
み
（
20
）
書
店
ア
ル
バ
イ
ト
・
学
生

坂さ
か

杉す
ぎ　

　

真
ま
こ
と

（
22
）
書
店
ア
ル
バ
イ
ト

菅す
が

原わ
ら　

春は
る

樹き

（
45
）
書
店
店
長

上う
え

北き
た　

　

隆
た
か
し

（
32
）
紳
士
服
テ
ナ
ン
ト
社
員

《
書
店
の
客
》

男
性
客
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

女
性
客
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ

男
児
、
そ
の
母
親

《
そ
の
他
》

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
会
場
の
人
々
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【
あ
ら
す
じ
】

　

祖
母
（
80
）
の
入
院
を
機
に
、東
京
で
の
Ｏ
Ｌ
生
活
を
や
め
て
故
郷
の
函
館
に
戻
り
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
の
書
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
沖
亜
希
良
（
29
）。

　

亜
希
良
に
は
、
本
に
触
れ
る
と
そ
の
結
末
が
見
え
、
人
に
触
れ
る
と
自
分
と
そ
の
人

と
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
見
え
る
と
い
う
『
妙
な
力
』
が
あ
り
、
書
店
員
で
あ
り
な
が
ら

本
を
読
む
気
に
な
れ
ず
、
恋
愛
も
出
来
な
い
で
い
た
。

　

書
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
1
年
を
過
ぎ
た
頃
、
書
籍
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
事
を
き

っ
か
け
に
、
亜
希
良
は
全
盲
の
鍼
灸
師
・
森
川
祐
司
（
33
）
と
知
り
合
う
。

　

以
来
亜
希
良
は
、
朝
は
祖
母
の
相
手
を
す
る
為
に
病
院
に
行
き
、
昼
か
ら
は
書
店
で

働
き
、
時
々
夜
に
鍼
灸
院
で
癒
や
さ
れ
る
、
と
い
う
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
る
が
、
森

川
に
『
妙
な
力
』
が
働
か
な
い
と
気
づ
き
、
初
め
て
の
事
に
戸
惑
う
。

　

祖
母
の
死
後
、
母
（
58
）
と
の
会
話
の
中
で
、
亜
希
良
は
改
め
て
森
川
に
惹
か
れ
て

い
る
と
自
覚
す
る
が
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
見
え
な
い
森
川
と
の
『
普
通
の
』
恋
愛
に
、

な
か
な
か
踏
み
切
る
事
が
で
き
な
い
。

　

葛
藤
の
末
、
森
川
と
自
分
の
物
語
を
読
み
始
め
て
み
よ
う
と
心
を
決
め
、
鍼
灸
院
を
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訪
れ
た
亜
希
良
だ
っ
た
が
、
森
川
の
同
僚
（
33
）
か
ら
、
森
川
が
患
者
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
も
と
で
治
療
を
打
ち
切
っ
た
話
を
聞
き
、
も
う
こ
こ
に
来
ら
れ
な
い
…
…
と
、

治
療
中
に
泣
き
だ
し
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
亜
希
良
の
告
白
を
聞
い
た
森
川
は
、
自
ら
も
ま
た
亜
希
良
に
『
不
埒
』
な

思
い
を
抱
い
て
い
た
事
を
打
ち
明
け
る
の
だ
っ
た
。

　
「
僕
の
患
者
を
や
め
て
、
彼
女
に
な
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
人
ご
み
の
中
、
睦
ま
じ
く
歩
く
亜
希
良
と
森
川
。

　
『
い
つ
か
本
を
読
み
た
い
』
と
い
う
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
亜
希
良
の
夢
も
、
思
わ
ぬ

形
で
叶
う
の
だ
っ
た
。
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○
函
館
・
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
会
場
（
夜
）

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
。
大
き
な
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
前
を
に
ぎ
や
か
に
行
き
か
う

人
々
。

立
ち
並
ぶ
小
屋
の
中
、
小
さ
な
タ
イ
ル
に

文
字
を
書
こ
う
と
す
る
沖
ひ
ろ
し
（
38
）・

沖
亜
希
良
（
9
）
親
子
。

ひ
ろ
し
「
亜
希
良
、
何
書
く
？
」

ひ
ろ
し
、
亜
希
良
の
手
元
を
覗
き
込
む
。

ひ
ろ
し
「（
読
み
上
げ
る
）
本
・
が
…
…
」

亜
希
良
、
慌
て
て
手
元
を
隠
す
。

亜
希
良
「
見
ち
ゃ
だ
め
！
」

ひ
ろ
し
「
え
ー
、
こ
れ
が
集
ま
っ
て
大
き
な
壁
画

に
な
る
ん
だ
も
の
、
皆
に
見
ら
れ
ち
ゃ
う
だ

ろ
？
」

亜
希
良
「
知
っ
て
る
け
ど
、
知
っ
て
る
け
ど
、
お

父
さ
ん
は
見
な
い
で
！
」

ひ
ろ
し
「（
笑
っ
て
）
え
ー
、
い
い
じ
ゃ
な
い
」

亜
希
良
「
ダ
メ
！　

お
父
さ
ん
の
バ
カ
！
」

ひ
ろ
し
「
え
え
え
ー
？
」

亜
希
良
「
バ
ー
カ
バ
ー
カ
！
」

ひ
ろ
し
「
あ
っ
は
っ
は
」

亜
希
良
、
ひ
ろ
し
に
背
を
向
け
、
ふ
く
れ

っ
面
で
文
字
を
書
く
。

タ
イ
ル
の
文
字
『
本
が
読
め
る
よ
う
に
な

り
た
い
。
お
父
さ
ん
の
バ
ー
カ
バ
ー
カ
』

ひ
ろ
し
、
首
を
伸
ば
し
て
亜
希
良
の
手
元

を
見
、
微
笑
ん
で
タ
イ
ル
に
何
事
か
書
く
。

ひ
ろ
し
「
…
…
じ
ゃ
、
係
の
お
兄
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
持
っ
て
行
こ
う
か
」

亜
希
良
「
う
ん
」

2
人
、
手
を
つ
な
い
で
小
屋
を
出
る
。
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○
函
館
の
春
の
風
景

函
館
の
街
並
、
遠
景
に
緑
浅
い
函
館
山
。

風
に
舞
う
砂
ボ
コ
リ
。

○
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
外
観

看
板
『
ス
ー
パ
ー
ハ
コ
ダ
テ
』

○
ス
ー
パ
ー
ハ
コ
ダ
テ
内
・
ス
ガ
ワ
ラ
書
店

天
井
か
ら
下
が
る
『
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
』
の

プ
レ
ー
ト
。
軽
快
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
店

内
。

レ
ジ
前
、
エ
プ
ロ
ン
姿
の
沖
亜
希
良
（
29
）。

亜
希
良
Ｎ
「
ス
ー
パ
ー
の
一
角
に
あ
る
書
店
が
、

私
の
職
場
だ
。
ス
ー
パ
ー
の
中
に
し
て
は
大
き

い
け
ど
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
は
2
、
3
冊
し
か

置
い
て
な
い
、
っ
て
感
じ
。
ア
ハ
、
伝
わ
ら
な

い
か
」レ

ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
、
2
人
の
客
。

亜
希
良
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

1
人
目
の
男
性
客
Ａ
、
黙
礼
し
て
去
る
。

次
の
女
性
客
Ａ
、
絵
本
を
2
冊
差
し
出
す
。

女
性
客
Ａ
「
あ
の
、
2
冊
一
緒
に
、
リ
ボ
ン
か
け

て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
」

亜
希
良
「
は
い
、
承
知
し
ま
し
た
」

亜
希
良
、
２
冊
を
手
早
く
レ
ジ
に
通
す
。

亜
希
良
「（
大
声
で
）
レ
ジ
お
願
い
し
ま
ー
す
」

エ
プ
ロ
ン
姿
の
月
島
加
奈
（
53
）、
無
言
で

レ
ジ
を
交
代
す
る
。

亜
希
良
、
作
業
カ
ウ
ン
タ
ー
に
移
動
し
な

が
ら
、
女
性
客
Ａ
に
声
を
か
け
る
。

亜
希
良
「
こ
ち
ら
に
ど
う
ぞ
」
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女
性
客
Ａ
、
亜
希
良
に
つ
い
て
移
動
す
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
書
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
な
が
ら
、

私
は
本
を
読
ま
な
い
。
と
い
う
の
も
」

手
元
の
絵
本
を
見
る
亜
希
良
。

亜
希
良
Ｎ
「
本
に
触
る
と
ラ
ス
ト
が
見
え
ち
ゃ
う

と
い
う
、
妙
な
力
が
あ
る
か
ら
、
な
ん
だ
な
」

○
同
・
作
業
カ
ウ
ン
タ
ー

亜
希
良
、
絵
本
の
金
額
表
示
の
上
に
可
愛

ら
し
い
シ
ー
ル
を
貼
る
。

亜
希
良
「
リ
ボ
ン
の
お
色
、
ご
希
望
は
…
…
」

女
性
客
Ａ
「
じ
ゃ
あ
、
ピ
ン
ク
で
」

亜
希
良
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

亜
希
良
、
2
冊
を
包
装
紙
で
包
み
、
濃
い

ピ
ン
ク
と
薄
い
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
を
二
重

に
か
け
、
ダ
ブ
ル
蝶
結
び
に
し
て
客
に
見

せ
る
。

女
性
客
Ａ
「
や
ー
、
か
わ
い
い
」

亜
希
良
、
微
笑
ん
で
包
み
を
手
提
げ
袋
に

入
れ
、
女
性
客
Ａ
に
手
渡
す
。

女
性
客
Ａ
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」

亜
希
良
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

亜
希
良
、
頭
を
下
げ
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
ほ
と
ん
ど
の
本
は
、
ラ
ス
ト
が
わ
か

っ
ち
ゃ
う
と
、
全
然
、
読
む
気
に
な
れ
な
い
。

最
後
に
本
を
読
ん
だ
の
は
、
い
つ
だ
っ
た
ろ

う
？
」ス

ー
ツ
姿
の
高
崎
和
博
（
39
）、
作
業
カ
ウ

ン
タ
ー
に
近
づ
く
。

高
崎
「
リ
ボ
ン
2
本
な
ん
て
、
店
長
か
ら
無
駄
遣

い
だ
っ
て
叱
ら
れ
ち
ゃ
う
よ
？
」

亜
希
良
「
あ
、
高
崎
さ
ん
。
2
冊
だ
か
ら
、
2
本



10

使
っ
て
オ
ッ
ケ
で
す
」

高
崎
「
お
ー
、
な
る
ほ
ど
」

亜
希
良
Ｎ
「
そ
れ
で
も
私
が
書
店
を
辞
め
な
い
で

い
る
の
は
…
…
」

高
崎
、ニ
コ
ッ
と
笑
い
、そ
の
場
を
離
れ
る
。

亜
希
良
、
笑
顔
を
返
し
つ
つ
見
送
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
う
ー
ん
、
キ
ラ
ー
ス
マ
イ
ル
！　

…
…
の
せ
い
じ
ゃ
な
く
っ
て
ー
」

加
奈
「（
き
つ
い
口
調
で
）
沖
さ
ん
、
し
ゃ
べ
っ
て

な
い
で
、
レ
ジ
に
戻
る
か
返
本
に
入
っ
た
ら
ッ
」

亜
希
良
「
は
い
っ
。
返
本
行
き
ま
す
っ
」

亜
希
良
Ｎ
「
月
島
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の
高
崎

さ
ん
に
は
注
意
し
な
い
ん
で
す
ね
ー
、
っ
と
」

亜
希
良
、
足
早
に
レ
ジ
横
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
出
入
口
に
向
か
う
。

○
同
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

亜
希
良
Ｎ
「
私
が
こ
こ
を
辞
め
な
い
で
い
る
の
は
、

い
つ
か
、
私
が
読
め
る
本
に
出
会
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
な
ん
て
思
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
」

本
の
フ
ィ
ル
ム
か
け
作
業
を
す
る
坂
杉
真

（
22
）。
亜
希
良
、
横
を
通
り
過
ぎ
る
。

亜
希
良
「
坂
杉
君
、
お
疲
れ
さ
ま
で
ー
す
」

坂
杉
「
お
疲
…
…
沖
さ
ん
ど
こ
行
く
ん
で
す
か
」

亜
希
良
「
ニ
コ
チ
ン
摂
取
」

坂
杉
「
ち
ょ
、
サ
ボ
る
気
で
す
か
」

亜
希
良
「
秒
で
返
本
や
る
か
ら
、
見
逃
し
て
？
」

亜
希
良
、
歩
き
な
が
ら
坂
杉
を
お
が
む
。

坂
杉
「（
ふ
く
れ
て
）
ま
た
、
も
う
。
早
く
戻
っ
て

く
だ
さ
い
よ
？
」

亜
希
良
、
坂
杉
に
片
手
を
振
り
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
裏
通
路
に
向
か
う
。
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亜
希
良
Ｎ
「
妙
な
力
が
働
く
の
は
、
本
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
も
し
、
彼
の
か
わ
い
い
ほ
っ
ぺ
を
ツ
ン

ツ
ン
と
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
私
と
彼
の
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
も
見
え
て
し
ま
う
」

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

カ
フ
ェ
店
内
。

向
か
い
合
っ
て
座
る
亜
希
良
と
坂
杉
。

亜
希
良
「
う
ん
。
わ
か
っ
た
」

坂
杉
「
亜
希
良
さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
僕
…
…
」

亜
希
良
「
坂
杉
君
だ
け
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
」

涙
ぐ
む
坂
杉
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

亜
希
良
Ｎ
「
な
ー
ん
て
ね
！　

今
の
は
た
だ
の
想

像
だ
け
ど
、
初
め
て
手
を
つ
な
い
だ
瞬
間
に
ア

ン
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
が
見
え
て
、
何
と
か
回
避

し
よ
う
と
し
て
、
で
も
出
来
な
く
て
、
結
局
そ

の
シ
ー
ン
を
リ
ア
ル
に
体
験
す
る
…
…
な
ん
て
、

何
度
も
繰
り
返
し
ち
ゃ
う
と
…
…
」

○
ス
ー
パ
ー
ハ
コ
ダ
テ
内
・
従
業
員
用
喫
煙
所

亜
希
良
、
無
人
の
喫
煙
所
に
入
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
彼
氏
な
ん
て
作
れ
な
く
な
る
」

亜
希
良
、
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
煙

草
の
箱
を
取
り
出
し
、
1
本
く
わ
え
、
火

を
つ
け
る
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
姿
の
上
北
隆

（
32
）、
入
っ
て
く
る
。

上
北
「
お
疲
れ
様
で
す
」

亜
希
良
「
お
疲
れ
様
で
ー
す
」

上
北
、
煙
草
に
火
を
つ
け
る
。
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亜
希
良
Ｎ
「
上
北
さ
ん
は
、
紳
士
服
テ
ナ
ン
ト
の

人
だ
。
す
っ
ご
く
か
っ
こ
い
い
け
ど
」

亜
希
良
、
横
目
で
チ
ラ
ッ
と
上
北
を
見
る
。

上
北
の
左
手
薬
指
の
指
輪
が
光
る
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

カ
フ
ェ
店
内
。

向
か
い
合
っ
て
座
る
亜
希
良
と
上
北
。

亜
希
良
「
う
ん
。
わ
か
っ
た
」

上
北
「
亜
希
良
、
す
ま
な
い
。
俺
…
…
」

亜
希
良
「
上
北
さ
ん
だ
け
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
」

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

亜
希
良
Ｎ
「
な
ー
ん
て
ね
！
」

亜
希
良
、
せ
わ
し
な
く
1
本
吸
い
終
わ
り
、

喫
煙
所
の
出
入
口
に
移
動
し
、
振
り
返
る
。

亜
希
良
「
お
先
に
失
礼
し
ま
ー
す
」

上
北
「（
微
笑
ん
で
）
は
い
ー
」

亜
希
良
Ｎ
「
く
ぅ
ー
、
い
い
笑
顔
」

亜
希
良
、
喫
煙
所
か
ら
出
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
に
向
か
っ
て
歩
き
つ
つ
、
エ
プ
ロ
ン
の

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
マ
ウ
ス
ス
プ
レ
ー
を
取
り

出
す
。

○
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
夕
方
）

レ
ジ
前
に
立
つ
亜
希
良
。
後
方
、
ス
ー
ツ

姿
の
茶
山
隼
斗
（
32
）。

店
内
に
『
夕
焼
け
小
焼
け
』
の
メ
ロ
デ
ィ
。

亜
希
良
Ｎ
「
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
で
、
主
婦
パ
ー
ト
が

終
了
。
か
わ
り
に
大
学
生
女
子
が
入
る
」

加
奈
「
お
先
に
失
礼
し
ま
す
」

結
城
沙
世
（
37
）「
お
先
に
ー
」
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亜
希
良
と
茶
山
「
お
疲
れ
様
で
ー
す
」

沙
世
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
向
か
う
。

加
奈
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
向
か
い
か
け
、

立
ち
止
ま
る
。

加
奈
「
茶
山
さ
ん
、
高
崎
さ
ん
は
？　

ち
ょ
っ
と

配
本
の
事
、
聞
き
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
」

茶
山
「
…
…
さ
あ
？　

私
で
良
け
れ
ば
」

加
奈
「
あ
っ
そ
う
。
じ
ゃ
、
明
日
に
し
ま
す
」

加
奈
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
向
か
う
。

茶
山
「
…
…
月
島
さ
ん
っ
て
」

亜
希
良
「
え
？
」

茶
山
「
あ
か
ら
さ
ま
で
す
よ
ね
。
高
崎
さ
ん
の
事
」

亜
希
良
「
あ
ー
。
で
す
ね
」

茶
山
、
ク
ッ
ク
ッ
と
笑
う
。

亜
希
良
Ｎ
「
茶
山
さ
ん
と
も
、
ま
あ
ま
あ
気
が
合

う
ん
だ
け
ど
」

○
（
回
想
）
同
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー

亜
希
良
、
レ
ジ
前
に
立
っ
て
い
る
。

茶
山
、
あ
た
ふ
た
と
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
に
来

る
と
、
在
庫
管
理
端
末
を
操
作
す
る
。

茶
山
「（
画
面
を
見
た
ま
ま
）
あ
の
、
沖
さ
ん
、『
オ

ー
マ
イ
セ
ー
ジ
』
っ
て
本
、
わ
か
る
？
」

亜
希
良
「
オ
ー
マ
イ
セ
ー
ジ
、
で
す
か
」

茶
山
「
お
客
様
か
ら
聞
か
れ
た
ん
だ
け
ど
…
…
無

い
な
、
外
国
も
の
か
な
？
」

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
、
女
性
客
Ｂ
、
腕
を

組
ん
で
イ
ラ
イ
ラ
と
立
っ
て
い
る
。

茶
山
「
有
名
だ
っ
て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
」

亜
希
良
「
茶
山
さ
ん
、
も
し
か
し
て
、
作
家
の

『
大お

お

前ま
え

成せ
い

二じ

』
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

茶
山
「（
ピ
ョ
ン
と
飛
び
上
が
っ
て
）
え
っ
！
」
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（
回
想
お
わ
り
）

○
同
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
夕
方
）

亜
希
良
Ｎ
「
な
ー
ん
て
事
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
」

亜
希
良
、
チ
ラ
ッ
と
茶
山
を
見
る
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

カ
フ
ェ
店
内
。

１
人
で
ポ
ツ
ン
と
椅
子
に
座
る
茶
山
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

亜
希
良
、
笑
い
を
こ
ら
え
る
。

エ
プ
ロ
ン
姿
の
飯
島
ま
み
（
20
）、
パ
タ
パ

タ
と
駆
け
て
く
る
。

ま
み
「
茶
山
さ
ん
、
沖
さ
ん
」

茶
山
「
飯
島
さ
ん
、
ど
う
し
た
の
」

ま
み
「
あ
の
、
今
来
た
ら
、
雑
誌
の
コ
ー
ナ
ー
が
」

茶
山
「
え
？
」

茶
山
と
ま
み
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
う
。

入
れ
替
わ
り
に
、
レ
ジ
か
ご
を
下
げ
た
女

性
客
Ｃ
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
婦
人
雑
誌

を
バ
ン
と
置
く
。

亜
希
良
、
一
瞬
、
眉
を
上
げ
る
。

女
性
客
Ｃ
「
袋
と
か
、
い
い
わ
、
そ
の
ま
ま
で
」

亜
希
良
「
承
知
し
ま
し
た
」

亜
希
良
、
レ
ジ
を
通
し
、
雑
誌
の
裏
に
店

名
入
り
の
シ
ー
ル
を
貼
り
、
手
渡
す
。

亜
希
良
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

女
性
客
Ｃ
、
足
早
に
去
る
。

茶
山
、
あ
た
ふ
た
と
戻
っ
て
く
る
。

茶
山
「
沖
さ
ん
、
飯
島
さ
ん
と
一
緒
に
、
雑
誌
、

や
っ
て
く
れ
な
い
」
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亜
希
良
「
は
い
」

亜
希
良
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
う
。

○
同
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
（
夕
方
）

ま
み
、
立
ち
読
み
の
女
性
客
Ｄ
・
男
性
客
Ｂ
・

Ｃ
の
後
ろ
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
。

亜
希
良
「
飯
島
さ
ん
？
」

ま
み
「
あ
の
、
お
客
様
が
食
品
を
置
い
た
ら
し
く

っ
て
、
ド
リ
ッ
プ
で
、
雑
誌
が
」

複
数
の
雑
誌
の
表
紙
、
濡
れ
て
光
っ
て
い

る
。

亜
希
良
「
オ
ッ
ケ
。（
小
声
で
）
ん
ー
、
さ
っ
き
の

人
か
な
。（
大
声
で
）
失
礼
し
ま
ー
す
」

亜
希
良
、
客
の
間
に
割
っ
て
入
り
、
濡
れ

た
雑
誌
を
手
早
く
集
め
、
ま
み
に
渡
す
。

亜
希
良
「
全
部
返
本
で
す
。（
小
声
で
）
欲
し
い
付

録
が
あ
っ
た
ら
取
っ
て
い
い
よ
」

ま
み
「
え
。（
嬉
し
そ
う
に
）
は
い
っ
」

ス
ー
ツ
姿
の
菅
原
春
樹
（
45
）、
足
早
に
近

づ
い
て
く
る
。

菅
原
「
ど
う
し
た
」

ま
み
「
店
長
。（
雑
誌
を
差
し
出
し
て
）
こ
れ

…
…
」亜

希
良
、
菅
原
に
黙
礼
し
、
乱
れ
た
雑
誌

の
山
を
整
え
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
菅
原
店
長
は
、
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
系
列

の
統
括
専
務
で
も
あ
る
。
複
数
の
支
店
を
回
っ

て
い
る
の
で
、
い
な
い
時
の
方
が
多
い
」

菅
原
「
わ
か
っ
た
。
飯
島
さ
ん
、
す
ぐ
返
本
作
業

に
入
っ
て
」

ま
み
「
は
い
」

亜
希
良
「（
菅
原
に
）
レ
ジ
に
戻
り
ま
す
」
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菅
原
「
は
い
、
よ
ろ
し
く
」

亜
希
良
Ｎ
「
菅
原
店
長
は
私
を
信
頼
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
正
社
員
に
な
ら
な
い
か
、
と
何

度
か
言
わ
れ
た
け
ど
、
時
間
が
自
由
に
な
ら
な

い
と
困
る
の
で
、
お
断
り
し
た
」

亜
希
良
、
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
う
。

○
同
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
夜
）

亜
希
良
、
レ
ジ
前
に
立
っ
て
い
る
。

薄
茶
色
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
森
川
祐

司
（
33
）、
片
手
を
富
沢
竜
大
（
33
）
の
肩

に
置
き
、
も
う
一
方
の
手
に
白
杖
を
持
ち
、

連
れ
立
っ
て
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
立
つ
。

森
川
「
す
み
ま
せ
ん
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
「
こ
ち
ら
、
医
学
書
は
あ
り
ま
す
か
？
」

亜
希
良
「
ど
う
い
っ
た
物
を
お
探
し
で
し
ょ
う
か
」

森
川
「
運
動
生
理
学
の
…
…
」

富
沢
「
ま
さ
が
よ
森
川
ァ
、
ス
ー
パ
ー
の
中
の
本

屋
だ
ぞ
、
置
い
て
な
い
べ
や
ー
」

亜
希
良
「（
森
川
に
）
念
の
た
め
、
お
調
べ
し
ま
す
。

少
々
お
待
ち
頂
け
ま
す
か
」

森
川
「
は
い
、
お
願
い
し
ま
す
」

森
川
、
富
沢
の
肩
か
ら
外
し
た
手
を
カ
ウ

ン
タ
ー
に
乗
せ
る
。

亜
希
良
、
在
庫
管
理
端
末
を
操
作
し
、
ほ

ど
な
く
2
人
の
前
に
戻
る
。

亜
希
良
「（
森
川
に
）
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
中

高
生
向
け
の
物
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
専
門
書
は

…
…
」

富
沢
「（
森
川
に
向
か
い
、
得
意
げ
に
）
な
っ
！
」

森
川
「
わ
か
り
ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
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ご
ざ
い
ま
し
た
」

森
川
、
軽
く
頭
を
下
げ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に

乗
せ
て
い
た
手
を
富
沢
の
肩
に
戻
す
。

亜
希
良
、
頭
を
下
げ
る
。

亜
希
良
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

2
人
、
歩
き
だ
す
。

富
沢
「
何
も
こ
こ
で
。
通
販
で
買
え
ば
い
い
し
ょ
」

森
川
「
い
や
、
全
部
フ
リ
ガ
ナ
あ
ん
の
か
、
と
か
、

確
認
し
た
く
な
っ
た
か
ら
さ
」

富
沢
「
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
森
川
は
関
係
な
い

べ
ー
？　

ど
う
せ
俺
に
朗
読
さ
せ
ん
だ
べ
や
」

森
川
「
富
沢
だ
か
ら
、
ル
ビ
が
必
要
な
ん
だ
ろ
」

富
沢
「
ん
ま
っ
、
失
礼
し
ち
ゃ
う
」

亜
希
良
、
思
わ
ず
ク
ッ
と
笑
い
、
直
後
、

ハ
ッ
と
す
る
。

茶
山
、
フ
ロ
ア
か
ら
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
内

に
入
り
、
亜
希
良
の
背
後
で
取
り
置
き
書

籍
の
棚
の
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
る
。

亜
希
良
「
茶
山
さ
ん
、
レ
ジ
お
願
い
で
き
ま
す
か
」

茶
山
「
は
ー
い
」

亜
希
良
、
レ
ジ
前
を
離
れ
、
2
人
の
後
を

追
う
。

○
書
店
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
境
目
（
夜
）

亜
希
良
、
森
川
と
富
沢
に
追
い
つ
き
、
背

後
か
ら
声
を
か
け
る
。

亜
希
良
「
お
客
様
」

森
川
と
富
沢
、
立
ち
止
ま
り
、
振
り
返
る
。

富
沢
「（
森
川
に
）
さ
っ
き
の
店
員
さ
ん
だ
」

森
川
「
う
ん
」

亜
希
良
「（
森
川
に
）
あ
の
、
ご
存
知
で
し
た
ら
す

み
ま
せ
ん
、
五
稜
郭
書
房
な
ら
、
専
門
書
が
置
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い
て
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

森
川
「
あ
、
そ
う
で
す
か
」

亜
希
良
「
少
な
く
と
も
当
店
よ
り
は
。
よ
く
看
護

学
校
の
学
生
さ
ん
が
ご
利
用
に
な
る
、
と
聞
い

た
事
が
あ
り
ま
す
の
で
」

森
川
「
へ
ぇ
…
…
。
ご
親
切
に
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」

亜
希
良
「
い
え
、
不
確
実
な
情
報
で
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ご
参
考
に
な
れ
ば
…
…
」

富
沢
「
は
ー
ん
、
よ
そ
の
店
、
紹
介
し
て
く
れ
ん

だ
ー
。
店
員
さ
ん
、
怒
ら
ん
な
い
？
」

亜
希
良
「（
に
こ
や
か
に
）
大
丈
夫
で
す
。
お
客
様

が
告
げ
口
を
な
さ
ら
な
け
れ
ば
」

森
川
と
富
沢
、
ク
ス
ッ
と
笑
う
。

森
川
「
そ
う
だ
。
お
礼
と
言
っ
て
は
何
で
す
が
」

森
川
、
富
沢
の
肩
か
ら
手
を
外
し
、
ポ
ケ

ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
名
刺
を
差
し
出
す
。

森
川
「
片
手
で
失
礼
。
リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
、
森
川

祐
司
で
す
」

亜
希
良
、
名
刺
を
受
け
取
る
。

亜
希
良
「（
名
刺
を
見
て
）
し
ん
き
ゅ
う
…
…
」

森
川
、
に
っ
こ
り
笑
う
。

森
川
「
は
い
、
ハ
リ
で
す
。
こ
わ
く
な
い
で
す
よ
。

ど
う
ぞ
一
度
、
試
し
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」

富
沢
「
足
の
疲
れ
と
か
、
取
っ
ち
ゃ
い
ま
ー
す
」

亜
希
良
「
そ
れ
は
有
り
難
い
で
す
ね
」

森
川
「
…
…
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
お
名
前
を
」

亜
希
良
「
沖
、
と
申
し
ま
す
」

森
川
「
沖
さ
ん
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
「（
頭
を
下
げ
て
）
で
は
」

亜
希
良
、
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
る
。
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森
川
と
富
沢
、
歩
き
だ
す
。

亜
希
良
、
き
び
す
を
返
す
。

富
沢
「
森
川
ァ
。
な
ー
に
、
ナ
ン
パ
し
て
ん
の
よ
」

森
川
「
は
あ
？
」

富
沢
「
め
ん
こ
か
っ
た
か
ら
か
」

森
川
「
見
え
て
な
い
っ
て
。
つ
ー
か
バ
カ
、
声
で

か
い
。
聞
こ
え
る
だ
ろ
」

亜
希
良
、
ク
ス
ッ
と
笑
い
、
足
早
に
書
店

エ
リ
ア
に
戻
る
。

○
亜
希
良
自
宅
（
朝
）

リ
ビ
ン
グ
の
片
隅
、
満
面
の
笑
み
の
沖
ひ

ろ
し
（
53
）
の
写
真
。
写
真
の
前
に
一
口

よ
う
か
ん
と
湯
呑
。

沖
路
子
（
58
）、
リ
ビ
ン
グ
か
ら
玄
関
に
通

じ
る
ド
ア
の
前
で
上
着
を
着
る
。

亜
希
良
、
キ
ッ
チ
ン
の
換
気
扇
の
下
で
煙

草
を
吸
っ
て
い
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
ど
う
い
う
わ
け
か
、
家
族
と
の
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
は
全
く
見
え
な
い
。
お
父
さ
ん
の
事

も
、
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
」

路
子
「
亜
希
良
ー
、
今
日
も
お
願
い
ね
ー
」

亜
希
良
「
ん
ー
？
」

亜
希
良
、
火
を
消
し
、
路
子
に
近
づ
く
。

路
子
「
今
日
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
頼
む
ね
ー
っ
て
」

亜
希
良
「
う
ん
う
ん
、
オ
ッ
ケ
」

路
子
「（
カ
バ
ン
の
中
に
手
を
入
れ
、
確
認
し
な
が

ら
）
昨
日
は
さ
ァ
ー
、
あ
ん
た
が
す
ぐ
帰
っ
た

っ
て
文
句
言
っ
て
た
わ
」

亜
希
良
「
い
つ
も
と
同
じ
時
間
だ
っ
た
け
ど
」

路
子
、
手
を
止
め
、
宙
を
見
る
。

路
子
「
入
院
し
て
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
、
進
ん
で
る
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み
た
い
だ
ね
ぇ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

亜
希
良
「
う
ん
…
…
」

路
子
「
夢
と
現
実
が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
」

路
子
、
亜
希
良
を
見
る
。

路
子
「
悪
い
ね
。
わ
ざ
わ
ざ
仕
事
や
め
て
」

亜
希
良
、
首
を
左
右
に
振
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
祖
母
が
心
臓
発
作
で
入
院
し
て
以
来
、

母
は
朝
晩
病
院
に
寄
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
、

小
学
校
教
員
の
母
は
、
毎
朝
遅
刻
し
続
け
る
わ

け
に
も
い
か
な
く
な
っ
て
」

亜
希
良
「
い
い
よ
、
東
京
の
Ｏ
Ｌ
よ
り
、
本
屋
の

バ
イ
ト
、
気
に
入
っ
て
る
し
」

路
子
「
で
も
あ
ん
た
、
本
、
嫌
い
な
の
に
ね
。
求

人
そ
れ
し
か
無
か
っ
た
か
ら
っ
て
さ
」

亜
希
良
「
別
に
、
嫌
い
じ
ゃ
な
い
よ
」

亜
希
良
Ｎ
「『
妙
な
力
』
の
事
は
、
家
族
も
知
ら
な

い
。
子
供
の
頃
は
う
ま
く
言
え
な
か
っ
た
か
ら
。

今
は
余
計
な
心
配
を
さ
せ
た
く
な
い
か
ら
だ
」

路
子
「
あ
ら
そ
ー
お
？　

じ
ゃ
、
学
校
行
く
ね
」

路
子
、
リ
ビ
ン
グ
を
出
て
い
く
。

亜
希
良
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

亜
希
良
、
ウ
ー
ン
、
と
背
伸
び
す
る
。

亜
希
良
「
さ
、
ま
ず
病
院
だ
」

○
函
館
老
人
病
院
・
外
観
（
朝
）

看
板
『
函
館
老
人
病
院
』。

○
同
・
病
室
（
朝
）

４
人
部
屋
。
廊
下
と
の
境
の
ド
ア
は
開
け

放
し
て
あ
る
。

清
水
真
佐
子
（
80
）、
窓
際
奥
の
ベ
ッ
ド
で

半
身
を
起
こ
し
て
い
る
。
枕
元
に
名
札
。
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亜
希
良
、
部
屋
に
入
る
。

亜
希
良
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

数
人
、
も
ご
も
ご
と
返
事
を
す
る
。

真
佐
子
「（
微
笑
ん
で
）
亜
希
良
ち
ゃ
ん
」

真
佐
子
、
亜
希
良
に
手
を
差
し
伸
べ
、
亜

希
良
、
真
佐
子
の
手
を
握
る
。

亜
希
良
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
。
寝
巻
き

洗
っ
て
き
た
か
ら
ね
」

亜
希
良
、
そ
っ
と
真
佐
子
の
手
を
離
し
、

ベ
ッ
ド
脇
の
ロ
ッ
カ
ー
に
荷
物
を
入
れ
る
。

真
佐
子
「
あ
ー
、
煙
草
吸
い
た
い
。
ね
、
亜
希
良

ち
ゃ
ん
、
持
っ
て
ん
で
し
ょ
？　

こ
れ
」

真
佐
子
、
煙
草
を
吸
う
仕
草
。

亜
希
良
「
え
ー
っ
、
ダ
メ
だ
よ
」

真
佐
子
「
お
酒
も
煙
草
も
ダ
メ
な
ん
て
、
全
く
」

亜
希
良
「
退
院
し
た
ら
、
好
き
な
だ
け
…
…
」

真
佐
子
、
目
を
見
開
く
。

真
佐
子
「
あ
あ
、
そ
う
だ
。
私
の
着
物
、
持
っ
て

き
て
く
れ
た
か
い
」

亜
希
良
「
え
？　

着
物
？
」

真
佐
子
「
亜
希
良
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
る
約
束
よ
ね
」

亜
希
良
「
え
…
…
そ
う
…
…
だ
ね
、
あ
り
が
と
う
」

真
佐
子
「（
声
を
ひ
そ
め
て
）
お
母
さ
ん
に
取
ら
れ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
よ
」

亜
希
良
「（
驚
い
て
）
え
っ
、
そ
ん
な
…
…
」

真
佐
子
「（
語
気
強
く
）
路
子
は
、
子
供
の
頃
か
ら

欲
張
り
だ
っ
た
の
さ
」

亜
希
良
「
…
…
！
」

真
佐
子
、
急
に
ニ
コ
ニ
コ
す
る
。

真
佐
子
「
さ
、
路
子
、
お
金
あ
げ
よ
う
ね
。
好
き

な
ジ
ュ
ー
ス
買
っ
と
い
で
」

亜
希
良
「
路
子
は
お
母
…
…
う
ん
、
あ
り
が
と
」
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○
同
・
廊
下
（
朝
）

亜
希
良
、
病
室
か
ら
廊
下
に
出
、
足
取
り

重
く
歩
き
、
自
動
販
売
機
の
前
で
涙
を
ぬ

ぐ
う
。

○
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー

亜
希
良
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
出
入
口
か
ら
エ

プ
ロ
ン
を
か
け
な
が
ら
出
て
く
る
。

レ
ジ
前
に
高
崎
。
加
奈
、
そ
の
後
ろ
で
取

り
置
き
書
籍
の
棚
を
整
理
し
て
い
る
。

亜
希
良
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

高
崎
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

加
奈
「（
上
機
嫌
で
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

高
崎
「
沖
さ
ん
、
今
日
、
絵
本
担
当
の
結
城
さ
ん

が
お
休
み
な
の
で
、
担
当
し
て
も
ら
え
ま
す
か
」

亜
希
良
「
は
い
」

子
供
の
声
「
う
わ
ー
！
」

ガ
シ
ャ
ー
ン
！　

と
大
き
な
音
。

茶
山
の
声
「
ど
う
し
ま
し
た?!

」

亜
希
良
と
高
崎
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
走
る
。

○
同
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

絵
本
の
回
転
式
タ
ワ
ー
ラ
ッ
ク
が
倒
れ
、

本
と
ス
リ
ッ
プ（
短
冊
）が
散
乱
し
て
い
る
。

5
歳
く
ら
い
の
男
児
、
そ
の
母
親
、
茶
山
、

坂
杉
、
呆
然
と
立
っ
て
い
る
。

母
親
「
…
…
こ
こ
、
こ
こ
に
乗
っ
た
ら
、
倒
れ
て
」

茶
山
「
え
ー
っ
、
乗
っ
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

亜
希
良
と
高
崎
、
駆
け
つ
け
る
。

母
親
「（
男
児
に
）
あ
や
ま
ん
な
さ
い
、
お
兄
さ
ん

怒
っ
て
る
で
し
ょ
っ
、
あ
や
ま
ん
な
さ
い
」
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男
児
「
…
…
」

高
崎
、
男
児
の
前
に
片
膝
を
つ
く
。

高
崎
「
ボ
ク
、
け
が
し
な
か
っ
た
？
」

男
児
、
コ
ク
リ
と
う
な
ず
く
。

高
崎
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。

高
崎
「
良
か
っ
た
。
で
も
ね
、
こ
れ
、
ご
本
が
乗

る
も
の
だ
か
ら
、
君
は
乗
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
」

男
児
、
コ
ク
リ
と
う
な
ず
く
。

店
員
一
同
、
ほ
ぅ
ー
っ
と
息
を
つ
く
。

茶
山
と
坂
杉
、
我
に
返
り
、
タ
ワ
ー
を
立

て
直
す
。

坂
杉
「
壊
れ
て
は
、
い
な
い
み
た
い
で
す
」

茶
山
「
で
す
ね
」

亜
希
良
、
足
元
の
絵
本
を
拾
い
集
め
な
が

ら
、
一
瞬
ふ
ら
つ
く
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

桃
太
郎
、
シ
ン
デ
レ
ラ
、
人
魚
姫
な
ど
の

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、
め
ま
ぐ
る
し
く
現
れ
て

は
消
え
る
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

母
親
「
…
…
じ
ゃ
あ
、
行
き
ま
し
ょ
」

母
親
、
男
児
の
手
を
引
き
、
去
る
。

坂
杉
「（
呆
然
と
）
謝
ら
な
か
っ
た
」

高
崎
、
本
を
拾
い
な
が
ら
苦
笑
す
る
。

高
崎
「
何
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
と
か
な
い
ん
だ
、

っ
て
、
切
れ
ら
れ
る
よ
り
マ
シ
だ
よ
」

一
同
、本
を
拾
い
、ス
リ
ッ
プ
を
挟
み
直
す
。

高
崎
「（
絵
本
を
渡
し
な
が
ら
）
茶
山
、
破
損
し
て

た
ら
、
は
じ
い
て
お
い
て
。
あ
と
頼
む
」

茶
山
「
は
い
」
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高
崎
、
レ
ジ
に
向
か
う
。

亜
希
良
、
タ
ワ
ー
に
本
を
入
れ
よ
う
と
し

て
手
を
止
め
る
。

亜
希
良
「
茶
山
さ
ん
、
こ
れ
、
な
に
順
で
入
れ
る

ん
で
す
か
？
」

茶
山
「
あ
ー
、
わ
か
ん
な
い
」

亜
希
良
「
と
り
あ
え
ず
五
十
音
順
に
入
れ
て
、明
日
、

結
城
さ
ん
に
整
理
し
て
も
ら
い
ま
す
？
」

茶
山
「
そ
れ
し
か
な
い
ね
。
あ
ー
嫌
だ
な
ー
、
結

城
さ
ん
き
っ
と
明
日
一
日
中
ご
機
嫌
悪
い
わ
」

○
同
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
翌
朝
）

レ
ジ
前
に
亜
希
良
、
フ
ロ
ア
に
仏
頂
面
の

沙
世
。

沙
世
、
陳
列
し
て
あ
る
本
の
表
面
を
ハ
ン

デ
ィ
モ
ッ
プ
で
雑
に
払
っ
て
い
る
。

高
崎
「（
レ
ジ
前
を
通
り
過
ぎ
な
が
ら
）
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
ー
す
」

亜
希
良
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

沙
世
「
…
…
」

沙
世
、
無
言
で
頭
を
下
げ
、
ハ
ン
デ
ィ
モ

ッ
プ
を
使
い
な
が
ら
遠
ざ
か
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
止
ま
り
、
ポ
ー
ン
と
店
内
放
送

の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

放
送
の
声
「
花は

な

園ぞ
の

町ち
ょ
う２

丁
目
の
佐
藤
様
、
花
園
町

2
丁
目
の
佐
藤
様
、
婦
人
服
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
」

Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
復
活
す
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
花
園
町
に
は
『
丁
目
』
は
存
在
し
な
い
。

婦
人
服
コ
ー
ナ
ー
に
警
備
員
が
呼
ば
れ
た
の
だ
。

多
分
、
万
引
き
対
応
だ
ろ
う
」

亜
希
良
の
背
後
に
あ
る
電
話
が
鳴
り
だ
す
。
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亜
希
良
、
ピ
ク
ッ
と
す
る
。

電
話
の
コ
ー
ル
、
数
回
。

高
崎
、
飛
ん
で
き
て
電
話
に
出
る
。

高
崎
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
で

ご
ざ
い
ま
す
。
…
…
は
い
？　

お
待
ち
く
だ
さ

い
」

高
崎
、送
話
口
を
手
で
ふ
さ
ぎ
、振
り
向
く
。

高
崎
「
沖
さ
ん
、
電
話
で
す
」

亜
希
良
「（
硬
い
表
情
で
）
は
い
」

亜
希
良
、
受
話
器
を
受
け
取
ろ
う
と
し
、

高
崎
の
指
に
触
れ
る
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

高
崎
、
レ
ジ
前
に
立
っ
て
い
る
。

沙
世
と
加
奈
、
高
崎
に
頭
を
下
げ
る
。

加
奈
、
上
機
嫌
で
高
崎
に
何
事
か
を
言
う
。

高
崎
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

亜
希
良
「
あ
…
…
え
？
」

高
崎
「
え
？
」

亜
希
良
「
あ
、
す
み
ま
せ
ん
」

亜
希
良
、
受
話
器
を
受
け
取
り
、
耳
に
当

て
る
。

高
崎
、亜
希
良
に
代
わ
り
、レ
ジ
前
に
立
つ
。

亜
希
良
「
…
…
も
し
も
し
？
」

森
川
の
声
「
あ
、
沖
さ
ん
で
し
ょ
う
か
？　

先
日

お
世
話
に
な
っ
た
森
川
で
す
。
ハ
リ
キ
ュ
ウ
の
」

亜
希
良
「（
驚
い
て
）
あ
あ
、
は
い
、
森
川
様
」

森
川
の
声
「
教
え
て
頂
い
た
五
稜
郭
書
房
の
件
で
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
の
声
「
目
的
の
書
籍
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
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別
の
も
の
を
買
う
事
が
で
き
ま
し
た
」

亜
希
良
「（
ホ
ッ
と
し
て
）
そ
う
で
し
た
か
。
少
し

で
も
お
役
に
立
て
て
、
良
か
っ
た
で
す
」

森
川
の
声
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

亜
希
良
「
わ
ざ
わ
ざ
お
電
話
ま
で
」

森
川
の
声
「
ご
親
切
に
教
え
て
頂
い
た
の
で
、
こ

ち
ら
も
き
ち
ん
と
ご
報
告
し
た
く
て
」

亜
希
良
「
ご
丁
寧
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

森
川
の
声
「
い
え
。
…
…
あ
の
」

亜
希
良
「
は
い
？
」

森
川
の
声
「
…
…
あ
、
い
え
、
で
は
失
礼
し
ま
す
」

亜
希
良
「
は
い
、
失
礼
い
た
し
ま
す
」

亜
希
良
、電
話
を
切
り
、フ
ー
と
息
を
つ
く
。

高
崎
「（
振
り
返
っ
て
）
ク
レ
ー
ム
？
」

亜
希
良
「
い
え
。
す
み
ま
せ
ん
、
す
ぐ
出
な
く
て
。

病
院
か
ら
か
と
思
っ
て
、
ビ
ビ
っ
ち
ゃ
っ
て
」

高
崎
「
あ
あ
、
お
ば
あ
さ
ん
。
…
…
悪
い
の
？
」

亜
希
良
「
や
、
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
け
ど
、
い

つ
ど
う
な
る
か
、
わ
か
ら
な
い
の
で
」

男
性
客
Ｄ
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
立
つ
。

亜
希
良
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

高
崎
「（
向
き
直
り
）
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

高
崎
、
男
性
客
Ｄ
の
差
し
出
し
た
雑
誌
を

受
け
取
り
、
レ
ジ
を
通
す
。

亜
希
良
、
高
崎
の
後
方
に
立
ち
、
や
り
取

り
を
見
守
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
さ
っ
き
見
え
た
の
は
、
高
崎
さ
ん
と

の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
？　

に
し
て
は
お
か
し
い

…
…
」茶

山
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
近
づ
く
。

茶
山
「
沖
さ
ん
、
返
本
、
入
れ
る
？
」

亜
希
良
「
は
い
」
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茶
山
「（
ニ
ッ
と
笑
っ
て
）
今
日
は
多
い
よ
ぉ
ー
」

○
ス
ー
パ
ー
ハ
コ
ダ
テ
・
従
業
員
通
用
口
（
夜
）

仕
事
を
終
え
た
従
業
員
た
ち
、
次
々
に
通

用
口
か
ら
出
て
い
く
。

亜
希
良
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
は
め
込
む
。

亜
希
良
「
は
あ
…
…
疲
れ
た
」

亜
希
良
、
通
用
口
前
で
バ
ッ
グ
を
探
り
、

森
川
の
名
刺
を
取
り
出
し
て
見
る
。

亜
希
良
「
ま
だ
や
っ
て
る
…
…
」

○
リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
・
入
口
前
（
夜
）

看
板
の
前
に
立
つ
亜
希
良
。

亜
希
良
「
リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
。
完
全
予
約
制
…
…
」

○
同
・
待
合
室
（
夜
）

亜
希
良
、
中
に
入
っ
て
来
る
。

入
っ
て
す
ぐ
右
手
に
受
付
窓
口
。

フ
ロ
ア
に
一
人
掛
け
ソ
フ
ァ
数
脚
。

亜
希
良
「（
恐
る
恐
る
）
コ
ン
バ
ン
ハ
ー
…
…
」

受
付
窓
口
、
ピ
ン
ク
の
長
白
衣
を
着
た
森

川
希
美
（
28
）、
身
を
乗
り
出
す
。

希
美
「
こ
ん
ば
ん
は
！
」

奥
の
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
た
紺
色
の
医
療

ス
ク
ラ
ブ
姿
の
富
沢
、
立
ち
上
が
る
。

富
沢
「
や
ー
、
お
待
ち
し
て
ま
し
た
ー
」

富
沢
、『
予
診
室
』
の
プ
レ
ー
ト
が
か
か
っ

た
ド
ア
を
開
け
る
。

富
沢
「
森
川
森
川
、
沖
さ
ん
沖
さ
ん
」

ケ
ー
シ
ー
白
衣
姿
の
森
川
、
予
診
室
か
ら

待
合
室
に
出
て
く
る
。
サ
ン
グ
ラ
ス
は
か

け
て
お
ら
ず
、
目
は
開
い
て
い
る
。
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森
川
「
こ
ん
ば
ん
は
。
よ
う
こ
そ
」

亜
希
良
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

富
沢
、
ピ
ョ
ン
と
飛
び
上
が
る
。

富
沢
「
ワ
タ
シ
、
ま
だ
名
乗
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た

よ
ね
、
富
沢
で
す
ぅ
ー
、（
受
付
窓
口
を
示
し
て
）

あ
っ
ち
は
希
美
ち
ゃ
ん
、
森
川
の
妹
で
、
昼
は

美
人
Ｏ
Ｌ
、
夜
は
美
人
受
付
嬢
で
す
ぅ
」

希
美
「
こ
ら
こ
ら
富
沢
、
セ
ク
ハ
ラ
！
」

亜
希
良
「（
笑
い
を
こ
ら
え
て
）
ど
う
も
」

森
川
「（
苦
笑
し
て
）
で
は
、
ま
ず
、
患
者
カ
ー
ド

に
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
」

亜
希
良
「
は
い
」

希
美
、
待
合
室
に
出
て
来
る
。

希
美
「
こ
ち
ら
、
お
願
い
し
ま
す
」

希
美
、
バ
イ
ン
ダ
ー
に
挟
ん
だ
患
者
カ
ー

ド
と
ペ
ン
を
亜
希
良
に
渡
す
。

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
黙
礼
し
て
予
診
室
に
戻
る
。

富
沢
、
う
や
う
や
し
く
ソ
フ
ァ
を
示
す
。

亜
希
良
、
示
さ
れ
た
ソ
フ
ァ
に
座
り
、
患

者
カ
ー
ド
に
書
き
込
み
、
希
美
に
手
渡
す
。

希
美
「
で
は
、
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」

希
美
、
受
付
に
戻
り
、
患
者
カ
ー
ド
を
見

な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
。

富
沢
、
受
付
窓
口
に
近
づ
く
。

富
沢
「
ま
ー
だ
だ
か
ー
い
」

希
美
「
う
る
っ
さ
い
な
ー
も
う
。
…
…
で
き
た
。

ハ
イ
、
富
沢
さ
ん
」

富
沢
、
希
美
か
ら
患
者
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
。

富
沢
「（
亜
希
良
に
）
じ
ゃ
あ
ち
ょ
っ
と
失
礼
し
て
、
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森
川
の
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
す
」

亜
希
良
「
あ
、
は
い
…
…
？
」

富
沢
、
予
診
室
に
入
る
。

希
美
、
待
合
室
に
出
て
く
る
。

希
美
「
今
、
富
沢
が
沖
さ
ん
の
情
報
を
読
ん
で
、

森
川
が
点
字
で
メ
モ
し
て
い
ま
す
。（
ニ
コ
ッ
と

笑
っ
て
）
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
ね
」

亜
希
良
「
あ
、
そ
う
か
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
」

亜
希
良
、
つ
ら
れ
て
微
笑
む
。

ほ
ど
な
く
富
沢
、
待
合
室
に
出
て
く
る
。

富
沢
「
沖
さ
ん
、
ど
う
ぞ
」

亜
希
良
「
は
い
」

○
同
・
予
診
室
（
夜
）

亜
希
良
、
富
沢
と
入
れ
替
わ
り
に
予
診
室

に
入
る
。
机
と
、
2
脚
の
椅
子
。

机
の
傍
ら
に
立
つ
森
川
。

森
川
「
お
か
け
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」

亜
希
良
に
続
き
、
森
川
、
座
る
。

森
川
「（
頭
を
下
げ
て
）
お
越
し
頂
い
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

亜
希
良
「
あ
、
い
え
、（
頭
を
下
げ
て
）
ど
う
も
」

森
川
、
手
元
の
点
字
用
紙
を
触
る
。

森
川
「（
点
字
を
読
み
な
が
ら
）
沖
、
亜
希
良
さ
ん
。

一
番
の
ご
希
望
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
す
ね
」

亜
希
良
「
は
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

森
川
「
鍼は

り

は
初
め
て
と
い
う
事
で
」

亜
希
良
「
は
い
」

亜
希
良
、
森
川
の
手
元
を
じ
っ
と
見
る
。

森
川
「
お
酒
は
少
々
、
煙
草
も
少
々
」

亜
希
良
「
は
い
」
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森
川
、
点
字
を
読
む
手
を
止
め
る
。

森
川
「
煙
草
…
…
や
め
よ
う
と
思
わ
れ
た
事
は
」

亜
希
良
「
や
…
…
今
の
と
こ
ろ
」

森
川
「（
微
笑
ん
で
）
や
め
る
に
越
し
た
事
は
な
い

の
で
す
が
、
ま
あ
、
お
い
お
い
に
」

亜
希
良
「
は
い
。
す
い
ま
せ
ん
。
…
…
吸
う
け
ど
」

森
川
、
ク
ス
ッ
と
笑
う
。

コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
ノ
ッ
ク
の
音
。

森
川
「
は
い
」

富
沢
、
ド
ア
口
か
ら
顔
だ
け
見
せ
る
。

富
沢
「
森
川
ァ
、
い
き
な
り
鍼
だ
と
お
っ
か
な
い

か
も
し
れ
ん
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
も
ん
で
あ
げ
れ

ば
」

森
川
「
う
ん
、
僕
も
そ
う
考
え
て
い
た
」

富
沢
「（
亜
希
良
に
）
看
板
は
鍼
と
灸
で
す
け
ど
、

森
川
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
免
許
も
あ
る
ん
で
ー
す
」

亜
希
良
「
へ
ぇ
…
…
」

富
沢
「
じ
ゃ
、
ご
ゆ
っ
く
り
」

富
沢
、
ウ
ィ
ン
ク
し
て
ド
ア
を
閉
め
る
。

亜
希
良
「
へ
っ
？
」

森
川
「
え
？　

ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
」

亜
希
良
「
い
え
、
い
え
別
に
」

森
川
「
で
は
、
施
術
室
に
ど
う
ぞ
」

森
川
、
立
ち
上
が
る
。

○
同
・
施
術
室
（
夜
）

水
色
の
カ
ー
テ
ン
に
半
ば
囲
ま
れ
た
有
孔

ベ
ッ
ド
。
全
面
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
大

判
タ
オ
ル
、
ベ
ッ
ド
端
に
た
た
ん
だ
白
い

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
。

森
川
「
服
は
そ
の
ま
ま
で
良
い
で
す
。
ベ
ッ
ド
に

腰
か
け
て
く
だ
さ
い
。
足
を
た
ら
し
て
」
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亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
消
毒
液
を
手
に
か
け
、
両
手
を
こ

す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
亜
希
良
の
背
後
に

回
る
。

森
川
「
ま
ず
、
ち
ょ
っ
と
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
ね
。
…
…
触
り
ま
す
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、両
手
で
亜
希
良
の
頭
、首
、肩
、背
中
、

腰
を
そ
っ
と
触
っ
て
い
く
。

森
川
「
う
ん
」

亜
希
良
「
…
…
あ
れ
？
」

森
川
「（
手
を
止
め
て
）
え
？
」

亜
希
良
「
あ
、
い
え
、
何
で
も
」

森
川
「
…
…
？
」

森
川
、
白
い
タ
オ
ル
を
手
に
取
る
。

森
川
「
失
礼
し
ま
す
」

森
川
、
亜
希
良
の
頭
か
ら
ふ
ん
わ
り
と
タ

オ
ル
を
か
け
る
。

森
川
「
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
亜
希
良
の
頭
を
タ
オ
ル
越
し
に
両

手
で
包
み
込
み
、
数
回
、
ゆ
っ
く
り
と
力

を
入
れ
て
は
抜
く
。
続
い
て
、
首
、
肩
、

背
を
順
に
ゆ
っ
く
り
と
押
す
。

森
川
「
は
い
。
目
を
あ
け
て
良
い
で
す
よ
。
次
は

足
を
診
ま
し
ょ
う
」

森
川
、
亜
希
良
の
前
に
回
り
、
ひ
ざ
ま
ず

く
と
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
上
か
ら
、
膝
、
ふ

く
ら
は
ぎ
を
触
り
、
靴
下
の
上
か
ら
足
首

を
そ
っ
と
触
る
。

亜
希
良
、
森
川
を
見
下
ろ
す
。

森
川
、
つ
と
顔
を
上
げ
、
に
っ
こ
り
笑
う
。
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森
川
「
は
は
ぁ
。
疲
れ
て
ま
す
ね
ぇ
」

亜
希
良
「
え
、
そ
ん
な
嬉
し
そ
う
な
顔
で
」

森
川
「
こ
れ
は
失
礼
。
少
し
も
み
ま
す
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
膝
か
ら
足
首
に
か
け
て
も
む
。

森
川
「
靴
を
脱
い
で
頂
け
ま
す
か
」

亜
希
良
「
…
…
あ
の
ぉ
、
足
の
裏
を
ギ
ュ
ー
ッ
て

や
っ
て
、
ギ
ャ
ー
ッ
！　

っ
て
な
る
や
つ
で
す

か
？
」森

川
、
一
瞬
キ
ョ
ト
ン
と
し
、
吹
き
出
す
。

森
川
「
い
や
い
や
、
違
い
ま
す
違
い
ま
す
」

亜
希
良
「
で
す
よ
ね
、
す
み
ま
せ
ん
」

亜
希
良
、
ホ
ッ
と
し
て
靴
を
脱
ぐ
。

森
川
「
テ
レ
ビ
と
は
違
い
ま
す
か
ら
、
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。
…
…
脱
ぎ
ま
し
た
か
？
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
う
つ
む
い
て
、
亜
希
良
の
土
踏
ま

ず
を
そ
っ
と
押
す
。

亜
希
良
「
痛
く
な
い
」

森
川
「
で
し
ょ
う
」

亜
希
良
「
っ
て
い
う
か
、
気
持
ち
い
い
か
も
」

森
川
「
そ
れ
は
良
か
っ
た
」

森
川
、
真
剣
な
表
情
で
ゆ
っ
く
り
と
亜
希

良
の
足
を
も
む
。

森
川
の
指
、
亜
希
良
の
靴
下
と
ス
ラ
ッ
ク

ス
の
間
に
滑
り
込
み
、
肌
に
直
接
触
れ
る
。

眉
を
ひ
そ
め
る
亜
希
良
。

亜
希
良
Ｎ
「
や
っ
ぱ
り
。
さ
っ
き
も
今
も
、
何
も

見
え
な
い
。
男
の
人
に
触
れ
て
何
も
見
え
な
か

っ
た
の
は
、
初
め
て
か
も
。
そ
う
い
え
ば
、
高

崎
さ
ん
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
も
、
何
か
変
だ
っ
た

…
…
」
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森
川
「
…
…
さ
、
ど
う
で
す
か
」

森
川
、
に
っ
こ
り
し
て
立
ち
上
が
る
。

亜
希
良
、
ベ
ッ
ド
に
腰
か
け
た
ま
ま
、
足

を
動
か
す
。

亜
希
良
「
あ
。
軽
く
な
っ
た
み
た
い
で
す
。（
頭
に

手
を
や
っ
て
）
頭
も
、
何
か
軽
い
。
す
ご
い
」

森
川
「
良
か
っ
た
。
今
日
は
、
先
日
の
お
礼
も
兼

ね
て
、体
験
版
と
い
う
事
で
。
料
金
は
結
構
で
す
」

亜
希
良
「
え
、
で
も
」

森
川
「
次
回
か
ら
し
っ
か
り
頂
き
ま
す
の
で
、是
非
、

リ
ピ
ー
ト
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
え
、
じ
ゃ
あ
…
…
お
言
葉
に
甘
え
て
」

森
川
、
微
笑
む
。

亜
希
良
、
伺
う
よ
う
に
森
川
を
見
る
。

亜
希
良
「
あ
の
ォ
…
…
甘
え
つ
い
で
に
」

森
川
「
は
い
？
」

亜
希
良
「
…
…
そ
の
、手
を
…
…
、ち
ょ
っ
と
だ
け
、

触
ら
せ
て
…
…
頂
か
せ
て
も
？
」

森
川
「
え
？
」

亜
希
良
「（
早
口
で
）
い
や
あ
の
、
何
と
い
う
か
、

感
心
し
ち
ゃ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
な
ー
、
ど
ん

な
手
な
の
か
な
、
見
て
み
た
い
な
ー
、
な
ん
て
」

森
川
「（
微
笑
ん
で
）
こ
ん
な
手
で
良
け
れ
ば
、
ど

う
ぞ
」森

川
、
手
を
差
し
出
す
。

亜
希
良
「
失
礼
し
ま
す
」

亜
希
良
、
森
川
の
手
に
触
れ
る
。

森
川
「
普
通
の
手
で
し
ょ
う
」

亜
希
良
、
無
言
で
手
を
触
り
続
け
る
。

森
川
「
あ
の
…
…
沖
さ
ん
？
」

亜
希
良
、
我
に
返
り
、
手
を
離
す
。

亜
希
良
「
あ
っ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
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森
川
「
満
足
さ
れ
ま
し
た
か
」

亜
希
良
「（
ハ
ッ
と
し
て
）
あ
の
っ
、
も
し
か
し
て

こ
れ
、
ガ
ッ
ツ
リ
、
セ
ク
ハ
ラ
で
し
た
？
」

森
川
、
ク
ス
ク
ス
笑
う
。

森
川
「
客
観
的
に
は
そ
う
か
も
で
す
ね
」

亜
希
良
「
い
や
だ
私
っ
、
ご
め
ん
な
さ
い
っ
」

森
川
「
訴
え
な
い
で
お
き
ま
す
」

亜
希
良
「
い
や
だ
ホ
ン
ト
、
す
み
ま
せ
ん
っ
」

森
川
「
あ
っ
は
っ
は
」

笑
い
が
止
ま
ら
な
い
森
川
、
困
り
果
て
る

亜
希
良
。

亜
希
良
「
あ
の
っ
、
お
詫
び
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、

リ
ピ
ー
ト
し
ま
す
！　

絶
対
、
し
ま
す
」

森
川
「（
笑
い
な
が
ら
）
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

○
函
館
の
夏
の
風
景

青
々
と
し
た
函
館
山
。

函
館
駅
の
待
合
室
を
埋
め
る
観
光
客
。

五
稜
郭
タ
ワ
ー
の
前
を
行
き
か
う
人
々
。

○
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
夕
方
）

返
本
作
業
を
し
て
い
る
亜
希
良
。

亜
希
良
Ｎ
「
こ
う
し
て
本
に
触
る
と
、
や
っ
ぱ
り

ラ
ス
ト
が
見
え
る
。
も
し
か
し
て
、
人
に
触
っ

た
時
だ
け
見
え
な
く
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
け

れ
ど
、
試
す
の
は
ハ
イ
リ
ス
ク
だ
」

茶
山
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
入
っ
て
く
る
。

茶
山
「
沖
さ
ん
、
ま
た
『
ハ
ヤ
ブ
サ
の
城
』
の
問

い
合
わ
せ
が
」

亜
希
良
「
え
、
朝
か
ら
4
件
目
…
…
」

茶
山
「
返
本
代
わ
り
ま
す
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」



35

○
同
・
作
業
カ
ウ
ン
タ
ー
前
（
夕
方
）

亜
希
良
、
女
性
客
Ｅ
に
頭
を
下
げ
る
。

亜
希
良
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
他
の
支
店
に

も
問
い
合
わ
せ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
も
売
り
切

れ
で
」

女
性
客
Ｅ
「
子
供
の
感
想
文
の
課
題
な
の
、
す
ぐ

手
に
入
れ
な
い
と
」

亜
希
良
「
文
庫
本
は
、
ど
の
店
も
数
冊
ず
つ
し
か
」

女
性
客
Ｅ
「
出
版
社
か
ら
取
れ
ば
い
い
で
し
ょ
」

亜
希
良
「
お
取
り
寄
せ
と
な
り
ま
す
と
、
函
館
の

場
合
、
最
低
で
も
2
、
3
週
間
…
…
」

女
性
客
Ｅ
「
そ
れ
は
さ
っ
き
も
聞
い
た
け
ど
、
も

っ
と
早
く
で
き
な
い
の
」

亜
希
良
「
申
し
訳
…
…
」

女
性
客
Ｅ
「
い
い
わ
も
う
。
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
ら
」

女
性
客
Ｅ
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。

亜
希
良
、
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。

坂
杉
、
亜
希
良
に
近
づ
く
。

亜
希
良
「（
頭
を
上
げ
て
）
…
…
は
ぁ
」

坂
杉
「
沖
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

亜
希
良
、
う
な
ず
く
。

坂
杉
「
ネ
ッ
ト
で
買
え
る
な
ら
、
あ
ん
な
風
に
言

わ
な
く
て
も
」

亜
希
良
「
し
ょ
う
が
な
い
よ
」

坂
杉
「
先
生
が
先
に
課
題
図
書
を
ま
と
め
買
い
し

と
い
て
く
れ
た
ら
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
な
の
に
」

亜
希
良
「
で
も
き
っ
と
先
生
も
、
通
販
で
買
っ
ち

ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

坂
杉
「
あ
ー
そ
っ
か
。
あ
ー
あ
、
だ
か
ら
こ
う
い

う
書
店
は
給
料
安
い
ん
だ
よ
な
」

亜
希
良
「
そ
う
だ
ね
…
…
」
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坂
杉
「
ま
、
そ
の
ぶ
ん
せ
い
ぜ
い
、
社
割
で
本
を

買
わ
せ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
、
っ
と
」

亜
希
良
「
ア
ハ
ッ
、
ち
ゃ
っ
か
り
だ
ね
ー
」

亜
希
良
、
坂
杉
を
見
や
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
こ
ん
な
時
、
や
っ
ぱ
り
本
を
普
通
に

読
め
る
人
が
う
ら
や
ま
し
い
。
私
に
も
い
つ
か
、

楽
し
く
本
を
読
め
る
時
が
く
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

○
リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
・
施
術
室
（
夜
）

亜
希
良
、
ベ
ッ
ド
に
腰
か
け
て
い
る
。

森
川
、
亜
希
良
の
背
後
に
立
ち
、
後
頭
部

と
首
の
境
目
に
ト
ン
ト
ン
と
鍼
を
刺
す
。

森
川
「
今
日
も
お
疲
れ
で
す
ね
」

亜
希
良
「（
苦
笑
し
て
）
わ
か
り
ま
す
？
」

森
川
、
ス
ッ
と
手
を
引
く
。

森
川
「
…
…
し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま
で
」

亜
希
良
「
は
い
」

亜
希
良
、
自
分
の
首
の
後
ろ
に
手
を
回
し
、

鍼
を
触
ろ
う
と
す
る
。

森
川
「
あ
！
」

亜
希
良
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
手
を
止
め
る
。

亜
希
良
「
は
っ
？
」

森
川
「
今
、
触
ろ
う
と
し
た
で
し
ょ
う
」

亜
希
良
「
え
っ
！
」

亜
希
良
、
手
を
上
げ
た
ま
ま
、
驚
き
の
表

情
で
森
川
を
見
る
。

森
川
「（
に
っ
こ
り
笑
っ
て
）
心
の
目
で
見
ま
し
た
」

亜
希
良
「（
目
を
み
は
っ
て
）
す
ご
い
…
…
」

森
川
「
…
…
は
は
っ
、
す
み
ま
せ
ん
、
嘘
で
す
。

初
め
て
そ
こ
に
刺
す
と
、
た
い
て
い
の
方
が
触

ろ
う
と
な
さ
る
の
で
」

亜
希
良
「（
が
っ
か
り
し
て
）
な
ん
だ
ぁ
ー
」
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亜
希
良
、
手
を
下
ろ
し
、
前
を
向
く
。

亜
希
良
「
森
川
先
生
、
時
々
、
実
は
見
え
て
い
る

の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
」

森
川
「
少
し
明
る
さ
が
わ
か
る
程
度
で
…
…
で
も
、

富
沢
に
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。『
ね
え
見
て
見
て

ー
、
あ
っ
見
え
な
い
ん
だ
っ
け
』
が
お
約
束
」

亜
希
良
、
吹
き
出
し
か
け
、
手
で
口
を
ふ
さ
ぐ
。

森
川
「
中
学
生
く
ら
い
ま
で
は
、
見
え
て
い
た
の

で
す
け
ど
ね
」

亜
希
良
「
…
…
じ
ゃ
あ
、
中
学
生
く
ら
い
ま
で
、

何
と
い
う
か
、
目
で
、
文
字
を
読
ん
で
い
た

…
…
」

森
川
「
え
え
、
そ
う
で
す
ね
」

亜
希
良
、
少
し
考
え
る
。

亜
希
良
「
あ
の
、
先
生
は
、
結
末
が
わ
か
っ
て
い

る
本
で
も
、
読
み
ま
す
か
？
」

森
川
「
結
末
？
」

亜
希
良
「
超
ネ
タ
バ
レ
っ
て
い
う
か
」

森
川
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
そ
う
で
す
ね
、
途
中

経
過
を
楽
し
む
た
め
に
読
む
か
な
」

亜
希
良
「
途
中
経
過
…
…
」

森
川
「
ま
あ
、
最
近
は
医
学
書
や
専
門
書
が
多
い

の
で
、
結
末
も
何
も
無
い
の
で
す
が
」

森
川
、
次
の
鍼
の
準
備
を
始
め
、
ふ
と
手

を
止
め
る
。

森
川
「
そ
う
い
え
ば
」

亜
希
良
「
は
い
？
」

森
川
「
先
日
読
ん
だ
本
に
、
認
知
症
の
方
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
効
果
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
」

亜
希
良
「
あ
、
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…
」

森
川
「
え
え
。
手
を
握
っ
た
り
、
ハ
グ
し
て
あ
げ

る
と
、
良
い
効
果
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
」
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亜
希
良
「
へ
え
ぇ
ー
」

森
川
「
…
…
今
度
、
お
見
舞
い
に
伺
っ
て
、
軽
く

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
も
し
ま
し
ょ
う
か
」

亜
希
良
「
え
、
い
い
ん
で
す
か
？
」

森
川
「
沖
さ
ん
の
肩
か
腕
を
お
借
り
し
て
歩
く
事

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
」

亜
希
良
「
は
い
、
そ
れ
は
全
然
、
私
で
良
け
れ
ば
」

森
川
、微
笑
ん
で
、鍼
の
準
備
を
再
開
す
る
。

森
川
「
さ
、
で
は
も
う
1
本
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に

刺
し
ま
す
ね
」

亜
希
良
「
て
っ
ぺ
ん
？
」

森
川
「
そ
れ
も
し
ば
ら
く
、
そ
の
ま
ま
刺
し
て
お

き
ま
す
」

亜
希
良
「
あ
の
ー
、
そ
れ
、
何
て
い
う
か
…
…
メ

ッ
チ
ャ
恥
ず
か
し
い
カ
ン
ジ
に
な
り
ま
せ
ん
？
」

森
川
「
大
丈
夫
で
す
、
僕
に
は
見
え
ま
せ
ん
」

亜
希
良
「
…
…
え
、
っ
と
ー
、
そ
れ
は
、
笑
っ
て

い
い
や
つ
で
す
か
？
」

森
川
「
良
い
や
つ
で
す
。
ハ
イ
、
ど
う
ぞ
」

亜
希
良
「（
困
り
果
て
て
）
え
ー
…
…
」

森
川
「
あ
っ
は
っ
は
」

亜
希
良
「
自
分
で
笑
っ
ち
ゃ
っ
て
る
し
」

森
川
「
じ
ゃ
、
刺
し
ま
ー
す
」

森
川
、
鍼
を
か
ざ
す
。

亜
希
良
「
え
ー
ち
ょ
っ
と
、待
っ
て
待
っ
て
、先
生
、

手
、
震
え
て
ま
す
っ
て
！
」

森
川
「
は
い
は
ー
い
、
大
丈
夫
で
す
よ
ー
」

亜
希
良
「
ち
ょ
、
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
っ
シ
ョ
！
」

森
川
「
プ
ッ
…
…
あ
っ
は
っ
は
」

○
同
・
待
合
室
（
夜
）

富
沢
、
予
診
室
の
ド
ア
前
10
セ
ン
チ
の
位
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置
に
立
っ
て
い
る
。

希
美
、
受
付
か
ら
待
合
室
に
出
る
。

希
美
「
え
、
ち
ょ
っ
と
…
…
何
し
て
る
ん
で
す
か
」

富
沢
「（
振
り
向
い
て
）
や
ー
、
な
ん
も
聞
こ
え
ん

も
ん
だ
ね
！
」

希
美
「（
低
い
声
で
）
富
沢
ァ
…
…
」

富
沢
「
は
ん
？
」

希
美
、
富
沢
の
腹
を
殴
る
ふ
り
を
す
る
。

富
沢
「
ぐ
っ
ふ
ぅ
ー
」

富
沢
、
腹
を
押
さ
え
て
よ
ろ
め
く
。

富
沢
「
だ
っ
て
ー
、
森
川
が
沖
さ
ん
に
セ
ク
ハ
ラ

し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
ア
タ
シ
心
配
で

ー
」

希
美
、
腕
を
組
む
。

希
美
「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
そ
ん
な
事
し
ま
せ
ん
！
」

富
沢
、
シ
ャ
ン
と
立
ち
、
真
面
目
な
顔
つ

き
に
な
る
。

富
沢
「
わ
ー
が
っ
て
る
っ
て
。
…
…
ん
で
も
さ
、

俺
は
さ
、
セ
ク
で
も
い
ん
で
な
い
か
と
思
っ
て

る
ん
だ
わ
。
モ
チ
、
沖
さ
ん
次
第
だ
け
ど
」

希
美
「
何
で
す
か
セ
ク
っ
て
」

富
沢
「
ハ
ラ
じ
ゃ
な
い
っ
て
事
だ
」

希
美
「
ん
ん
ー
？
」

富
沢
「
あ
の
さ
、
本
屋
で
森
川
、
一
目
ぼ
れ
だ
っ

た
と
思
う
ん
だ
わ
。
や
ん
や
違
う
わ
、
ひ
と
耳

ぼ
れ
っ
つ
ー
の
？
」

希
美
「
あ
。
や
っ
ぱ
り
？　

私
も
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
…
…
」

富
沢
「
な
っ
？　

な
っ
？　

や
っ
ぱ
な
？　

ん
だ

ん
だ
。（
得
意
げ
に
）
フ
ッ
フ
ー
ン
」

希
美
「
に
し
て
も
、
富
沢
さ
ん
が
ド
ヤ
顔
す
る
理

由
が
全
然
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
」
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富
沢
「（
急
に
シ
ュ
ン
と
し
て
）
で
も
な
あ
、
森
川

か
ら
は
…
…
行
け
な
い
ん
だ
べ
な
ー
」

希
美
「
あ
ー
…
…
う
ん
。
で
し
ょ
う
ね
ぇ
…
…
」

富
沢
と
希
美
、
予
診
室
の
ド
ア
を
見
る
。

○
函
館
の
秋
の
風
景

真
っ
赤
に
色
づ
い
た
香こ

う

雪せ
つ

園え
ん

。

産
業
道
路
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
葉
を
落
と
し
、

イ
チ
ョ
ウ
が
黄
色
く
色
づ
い
て
い
る
。

○
函
館
老
人
病
院
・
病
室
（
朝
）

真
佐
子
、
窓
際
の
ベ
ッ
ド
で
半
身
を
起
こ

し
、
ぼ
ん
や
り
と
あ
た
り
を
見
回
し
て
い

る
。

亜
希
良
、
亜
希
良
の
肘
を
つ
か
ん
だ
サ
ン

グ
ラ
ス
の
森
川
、
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

亜
希
良
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

真
佐
子
「（
嬉
し
そ
う
に
）
亜
希
良
ち
ゃ
ん
」

森
川
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
。

亜
希
良
と
森
川
、
真
佐
子
に
近
づ
く
。

森
川
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

真
佐
子
「（
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
）
こ
ち
ら
は
」

森
川
「
森
川
と
申
し
ま
す
。
今
日
は
、
少
し
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
…
…
」

真
佐
子
、
パ
ッ
と
明
る
い
表
情
に
な
る
。

真
佐
子
「
亜
希
良
ち
ゃ
ん
の
旦
那
さ
ん
？
」

亜
希
良
と
森
川
「
え
っ
！
」

真
佐
子
「
ま
あ
ま
あ
、よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

亜
希
良「（
慌
て
て
）お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ら
、あ
の
ね
」

森
川
、
亜
希
良
の
肘
を
軽
く
引
く
。

亜
希
良
、
困
惑
し
て
森
川
を
見
る
。

森
川
「（
頭
を
下
げ
な
が
ら
）
初
め
ま
し
て
」
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真
佐
子
、
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
う
。

森
川
「
実
は
私
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
や
っ
て
い
る
の

で
す
が
」

真
佐
子
「
あ
ん
摩
さ
ん
な
の
？
」

森
川
「
は
い
。
ち
ょ
っ
と
試
し
て
み
ま
す
か
？
」

真
佐
子
、
こ
っ
く
り
と
う
な
ず
く
。

真
佐
子
「
う
ん
」

森
川
「
沖
さ
…
…
亜
希
良
さ
ん
、
椅
子
は
あ
り
ま

す
か
？
」

亜
希
良
「
は
っ
、
ハ
イ
ッ
」

○
同
・
廊
下
（
朝
）

行
き
か
う
看
護
師
た
ち
。

○
同
・
病
室
（
朝
）

森
川
、
ベ
ッ
ド
の
傍
ら
の
丸
椅
子
に
座
り
、

真
佐
子
の
腕
を
さ
す
っ
て
い
る
。

真
佐
子
「
あ
ー
、
い
い
気
持
ち
…
…
」

森
川
「（
微
笑
ん
で
）
良
か
っ
た
で
す
」

亜
希
良
、
窓
辺
に
立
ち
、
2
人
を
見
守
る
。

真
佐
子
「
あ
り
が
と
、
あ
り
が
と
う
ね
ぇ
…
…
」

亜
希
良
、
ふ
い
に
涙
が
こ
ぼ
れ
、
慌
て
て

ぬ
ぐ
う
。

真
佐
子
「
お
目
は
、
全
く
見
え
な
い
の
？
」

森
川
「
は
い
」

真
佐
子
「
ま
あ
そ
う
。
き
れ
い
な
目
な
の
に
ね
ぇ
」

森
川
「
…
…
（
微
笑
む
）」

真
佐
子
「
で
も
、
あ
れ
だ
わ
ね
ぇ
ー
、
亜
希
良
ち

ゃ
ん
の
可
愛
い
顔
が
見
ら
れ
な
い
な
ん
て
、
残

念
だ
わ
ね
ぇ
ー
」

亜
希
良
「（
驚
い
て
）
は
っ
？
」

森
川
、
手
を
止
め
る
。
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森
川
「
全
く
も
っ
て
、
残
念
で
す
」

亜
希
良
「
も
お
ぉ
ぉ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ら
、
何

言
っ
て
る
の
ぉ
！
」

森
川
、
に
っ
こ
り
と
笑
う
。

真
佐
子
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
2
人
の
顔
を

交
互
に
見
る
。

○
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
・
文
庫
コ
ー
ナ
ー
（
夕
方
）

亜
希
良
、
文
庫
の
平
積
み
か
ら
数
冊
ず
つ
、

文
庫
棚
最
上
部
の
陳
列
段
に
置
く
。

店
内
、『
夕
焼
け
小
焼
け
』
の
メ
ロ
デ
ィ
。

亜
希
良
「
こ
れ
で
良
し
、
っ
と
」

亜
希
良
、
1
歩
下
が
り
、
陳
列
段
全
体
を

確
認
し
て
か
ら
、
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
を
見
る
。

高
崎
、
レ
ジ
前
に
立
っ
て
い
る
。

沙
世
と
加
奈
、
高
崎
に
頭
を
下
げ
る
。

加
奈
、
上
機
嫌
で
高
崎
に
何
事
か
を
言
う
。

高
崎
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。

亜
希
良
「
あ
れ
…
…
？　

こ
の
シ
ー
ン
…
…
」

亜
希
良
の
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
、
携
帯

電
話
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

亜
希
良
、
携
帯
電
話
を
取
り
出
す
。

亜
希
良
「（
画
面
を
見
て
）
お
母
さ
ん
」

〜
〜
暗
転
〜
〜

○
亜
希
良
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
）

部
屋
の
片
隅
、
ひ
ろ
し
の
写
真
の
隣
に
笑

顔
の
真
佐
子
の
写
真
。
写
真
の
前
に
、
ウ

イ
ス
キ
ー
の
小
瓶
と
煙
草
。

テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
い
た
亜
希
良
、
ノ
ロ

ノ
ロ
と
立
ち
上
が
り
、
写
真
の
前
に
移
動
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す
る
。

亜
希
良
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…
お
酒
と
煙
草
、
好

き
な
だ
け
の
め
る
ね
」

亜
希
良
、
ハ
ー
ッ
と
息
を
吐
く
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

真
佐
子
の
病
室
。

手
を
取
り
合
っ
て
笑
う
亜
希
良
と
真
佐
子
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

亜
希
良
Ｎ
「
も
し
、
祖
母
の
死
が
見
え
て
し
ま
っ

て
い
た
ら
、
私
は
き
っ
と
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
父
だ
っ
て
同
様
だ
。
あ
の
妙
な
力
が

家
族
に
効
か
な
く
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

う
」

亜
希
良
、
自
分
の
肩
に
触
れ
る
。

亜
希
良
「
…
…
リ
ュ
ー
ズ
行
こ
う
か
な
…
…
森
川

先
生
と
富
沢
先
生
、
お
葬
式
に
来
て
く
れ
た
し
、

そ
ろ
そ
ろ
バ
イ
ト
再
開
し
な
き
ゃ
だ
し
…
…
」

亜
希
良
、
写
真
の
真
佐
子
に
微
笑
み
か
け

る
。

亜
希
良
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
覚
え
て
る
？　

森
川

先
生
。
と
っ
て
も
優
し
か
っ
た
で
し
ょ
。
ア
ハ
、

全
部
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
る
の
か
な
ー
…
…
」

亜
希
良
、
涙
ぐ
む
。

亜
希
良
「
…
…
参
っ
た
な
ぁ
」

亜
希
良
、
ご
し
ご
し
と
目
を
こ
す
る
。

○
リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
・
施
術
室

亜
希
良
、
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

亜
希
良
「
こ
ん
に
ち
は
」

森
川
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
。
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森
川「
こ
ん
に
ち
は
。
昼
の
来
院
は
初
め
て
で
す
ね
」

亜
希
良
「
は
い
。
受
付
が
富
沢
先
生
で
、
新
鮮
で

し
た
」森

川
、
フ
ッ
と
笑
う
。

森
川
「
落
ち
着
か
れ
ま
し
た
か
」

亜
希
良
「
は
い
、
だ
い
ぶ
。
先
日
は
わ
ざ
わ
ざ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

亜
希
良
、
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。

森
川
「
い
い
え
。
あ
る
意
味
、
僕
の
患
者
さ
ん
で

し
た
し
」

森
川
、
に
っ
こ
り
と
笑
う
。

森
川
「
一
瞬
、
義
理
の
祖
母
で
も
あ
っ
た
か
な
」

亜
希
良
「（
慌
て
て
）
や
、先
生
、ホ
ン
ト
あ
の
時
は
」

森
川
「
い
え
い
え
」

亜
希
良
「
も
う
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ら
…
…
」

森
川
「
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
ね
」

亜
希
良
、グ
ッ
と
つ
ま
り
、涙
を
こ
ら
え
る
。

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
…
…
あ
、
の
、
治
療
、
い
い
で
す
か
。

そ
ろ
そ
ろ
、
書
店
復
帰
し
な
い
と
」

森
川
「
無
理
は
な
さ
ら
ず
」

亜
希
良
「（
明
る
い
声
で
）
や
、
祖
母
の
世
話
が
な

く
な
っ
た
分
、
バ
リ
バ
リ
働
け
る
か
な
ー
、
な

ん
て
思
っ
て
ま
す
か
ら
」

森
川
、
何
か
言
い
か
け
て
や
め
る
。

森
川
「
…
…
で
は
、
ベ
ッ
ド
へ
」

亜
希
良
「
は
い
」

亜
希
良
、
ベ
ッ
ド
に
腰
か
け
る
。

森
川
、
亜
希
良
の
背
後
か
ら
、
頭
、
首
、
肩
、

背
中
を
順
に
触
る
。

森
川
「（
小
声
で
）
う
ー
ん
、
背
中
か
な
…
…
」

森
川
、
手
を
止
め
る
。
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森
川
「
今
日
は
、
背
中
の
鍼
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
し
ょ
う
か
」

亜
希
良
「
は
い
、
そ
う
か
、
背
中
は
初
め
て
だ
」

森
川
「
怖
い
で
す
か
」

亜
希
良
「
い
え
、
お
願
い
し
ま
す
」

森
川
「
で
は
、
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

森
川
、
亜
希
良
か
ら
離
れ
、
施
術
室
の
壁

際
の
棚
か
ら
患
者
着
の
上

じ
ょ
う

衣い

を
取
り
、
亜

希
良
の
そ
ば
に
戻
る
。

森
川
「
こ
れ
に
着
替
え
て
頂
け
ま
す
か
」

亜
希
良
、
森
川
が
差
し
出
し
た
患
者
着
を

受
け
取
る
。

森
川
、
ベ
ッ
ド
周
り
の
カ
ー
テ
ン
を
引
き
、

ベ
ッ
ド
を
完
全
に
囲
む
。

森
川
「
上
だ
け
、
下
着
も
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
背

中
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
閉
め
な
く
て
結
構
で
す
。

着
替
え
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
カ
ー
テ
ン
の
外
に
出
、
傍
ら
の
白

い
ワ
ゴ
ン
に
向
か
う
。
ワ
ゴ
ン
上
、
消
毒

剤
ボ
ト
ル
・
使
い
捨
て
鍼
の
箱
・
鍼
皿
・

ア
ル
コ
ー
ル
カ
ッ
ト
綿
の
入
っ
た
ガ
ラ
ス

の
器
。
ワ
ゴ
ン
下
段
、
廃
鍼
入
れ
・
ク
ズ

入
れ
。

亜
希
良
、
患
者
着
に
着
替
え
る
。

亜
希
良
「
着
ま
し
た
」

森
川
「
は
い
。
入
り
ま
す
」

森
川
、
ワ
ゴ
ン
と
共
に
カ
ー
テ
ン
内
に
入

る
。

森
川
「
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ベ
ッ
ド

の
穴
に
、
顔
を
…
…
」

亜
希
良
「
は
い
」
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亜
希
良
、
う
つ
ぶ
せ
に
寝
、
ベ
ッ
ド
の
穴

に
顔
を
は
め
る
。

森
川
、
消
毒
液
を
手
に
か
け
、
両
手
を
こ

す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
亜
希
良
に
近
づ
く
。

森
川
「
失
礼
し
ま
す
」

森
川
、
亜
希
良
の
背
に
手
を
伸
ば
し
、
患

者
着
を
開
く
と
、
背
中
を
そ
っ
と
触
る
。

亜
希
良
「（
く
ぐ
も
っ
た
声
）
ど
う
で
す
か
？
」

森
川
「
お
静
か
に
…
…
」

亜
希
良
「
う
、
す
び
ば
せ
ん
」

森
川
、
手
を
止
め
、
ク
ス
ッ
と
笑
う
。

森
川
「
沖
さ
ん
の
場
合
、
黙
っ
て
い
た
ら
、
逆
に

ス
ト
レ
ス
倍
増
で
す
か
ね
」

亜
希
良
「
う
ー
ん
、
そ
う
か
ぼ
」

森
川
、
ク
ス
ク
ス
笑
う
。

森
川
「
少
し
だ
け
、
我
慢
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
亜
希
良
の
背
中
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

を
確
認
す
る
よ
う
に
押
さ
え
た
後
、
ワ
ゴ

ン
脇
に
移
動
し
、
カ
ッ
ト
綿
と
鍼
を
手
に

取
る
と
、
亜
希
良
の
傍
ら
に
戻
る
。

森
川
「
ち
ょ
っ
と
、
チ
ク
ッ
と
し
ま
す
…
…
」

森
川
、
亜
希
良
の
背
を
消
毒
し
な
が
ら
、

手
際
よ
く
鍼
を
刺
し
て
い
く
。

森
川
「
ど
う
で
し
ょ
う
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

亜
希
良
「
…
…
し
ゃ
べ
っ
て
い
い
で
ふ
？
」

森
川
「
ど
う
ぞ
、
で
も
動
か
な
い
で
」

亜
希
良
「
は
い
。
全
然
、
痛
く
だ
い
で
ふ
」

森
川
「（
微
笑
ん
で
）
で
は
、
こ
の
ま
ま
少
し
、
時

間
を
置
い
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

森
川
、
亜
希
良
か
ら
離
れ
、
ワ
ゴ
ン
下
段

の
ク
ズ
入
れ
に
廃
材
を
入
れ
る
。
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亜
希
良
「
…
…
先
生
？
」

森
川
「
は
い
」

亜
希
良
「
こ
ど
間
…
…
、
結
末
が
わ
か
っ
て
い
る

本
の
話
、
し
ば
し
た
け
ど
」

森
川
「
え
え
」

亜
希
良
「
例
え
ば
の
、
話
だ
ん
で
す
け
ど
」

森
川
「
は
い
」

亜
希
良
「
も
し
、
恋
人
と
お
別
れ
す
る
事
が
、
最

初
か
ら
決
ま
っ
て
い
て
ぼ
…
…
愛
せ
る
ぼ
の
で

し
ょ
う
か
」

森
川
「
え
、
お
別
れ
し
な
い
の
は
ナ
シ
で
す
か
？
」

亜
希
良
「
だ
し
で
す
」

森
川
「
う
ー
ん
…
…
そ
う
で
す
ね
…
…
」

森
川
、
考
え
込
む
。

森
川
「
…
…
そ
の
時
ま
で
、
精
い
っ
ぱ
い
心
を
尽

く
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
…
…
。
そ
し
て
、
お
別

れ
の
後
、
ま
た
も
う
一
度
、
申
し
込
む
か
な
」

亜
希
良
「
…
…
へ
ぇ
ー
…
…
」

森
川
「
沖
さ
ん
は
ど
う
な
ん
で
す
か
？
」

亜
希
良
、
フ
ッ
と
笑
う
。

亜
希
良
「
私
は
、
終
わ
り
が
わ
か
っ
て
い
た
ら
、

き
っ
と
愛
せ
だ
い
か
ぼ
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
だ
か
ら
、
始
め
ら
れ
だ
い
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
、
器
か
ら
カ
ッ
ト
綿
を
取
り
出
す
。

森
川
「
さ
、
そ
ろ
そ
ろ
抜
き
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
、

じ
っ
と
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

森
川
、
亜
希
良
の
傍
ら
に
立
つ
。

森
川
「
少
し
冷
た
い
で
す
」

森
川
、
亜
希
良
の
背
の
鍼
を
抜
き
な
が
ら
、
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カ
ッ
ト
綿
で
消
毒
し
て
い
く
。

森
川
「
は
い
。
終
わ
り
ま
し
た
。
で
は
、
着
替
え

て
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
「
は
い
」

森
川
、
ワ
ゴ
ン
と
共
に
カ
ー
テ
ン
外
に
出

る
。

少
し
後
、
着
替
え
終
わ
っ
た
亜
希
良
、
カ

ー
テ
ン
を
開
け
、
外
に
出
る
。

亜
希
良
「
森
川
先
生
、
す
ご
い
で
す
！　

何
か
、

体
が
軽
く
な
っ
た
み
た
い
で
す
」

森
川
「
そ
れ
は
良
か
っ
た
で
す
」

亜
希
良
「（
頭
を
下
げ
て
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」森

川
、
微
笑
む
。

亜
希
良
、
バ
ッ
グ
を
取
る
。

亜
希
良
「
…
…
あ
」

森
川
「
え
？
」

亜
希
良
「
先
生
。
さ
っ
き
の
話
で
す
け
ど
」

森
川
「
は
い
」

亜
希
良
「
逆
な
ら
、
ど
う
で
す
か
？　

お
別
れ
も

何
も
決
ま
っ
て
な
か
っ
た
ら
…
…
」

森
川
「
え
？　

そ
れ
は
、
普
通
の
恋
愛
な
の
で
は
」

亜
希
良
「
あ
、
そ
っ
か
」

森
川
「
…
…
？
」

亜
希
良
「
普
通
の
。
…
…
そ
う
で
す
よ
ね
」

森
川
「
え
え
」

亜
希
良
「
…
…
（
考
え
込
む
）」

森
川
「
沖
さ
ん
？
」

亜
希
良
「
あ
っ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

じ
ゃ
あ
先
生
、
ま
た
」

森
川
「
ま
た
…
…
」

亜
希
良
、
部
屋
を
出
て
い
く
。
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森
川
「
…
…
」

○
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー

レ
ジ
前
に
茶
山
。

亜
希
良
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
近
づ
く
。

茶
山
「
あ
、
沖
さ
ん
」

亜
希
良
「
お
疲
れ
様
で
す
」

茶
山
「
大
変
だ
っ
た
ね
」

亜
希
良
、
無
言
で
頭
を
下
げ
る
。

茶
山
「
今
日
は
ま
だ
、
お
休
み
だ
っ
た
よ
ね
？
」

亜
希
良
「
は
い
。
あ
の
、菅
原
店
長
来
て
ま
す
か
？
」

茶
山
「
裏
に
い
る
と
思
う
」

亜
希
良
「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

亜
希
良
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
向
か
お
う
と

す
る
。

茶
山
「
沖
さ
ん
沖
さ
ん
。（
小
声
で
）
高
崎
さ
ん
辞

め
た
ん
だ
よ
」

亜
希
良
「
え
っ
？
」

亜
希
良
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
戻
る
。

茶
山
「
沖
さ
ん
と
高
崎
さ
ん
が
ダ
ブ
ル
で
い
な
く

て
、
も
う
色
々
、
大
変
だ
っ
た
ん
だ
よ
ー
」

亜
希
良
「
そ
れ
は
申
し
訳
…
…
で
も
、
な
ん
で

…
…
」

茶
山
「
う
ー
ん
、
私
ら
、
給
料
安
い
か
ら
ね
」

亜
希
良
「
転
職
で
す
か
？
」

茶
山
「
う
ー
ん
。
店
長
に
聞
い
て
み
て
」

亜
希
良
「
は
い
…
…
？
」

亜
希
良
、
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
向
か
う
。

○
同
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

亜
希
良
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
入
る
。
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菅
原
、
空
き
段
ボ
ー
ル
を
整
理
し
て
い
る
。

坂
杉
、
本
の
フ
ィ
ル
ム
か
け
作
業
を
し
て

い
る
。

坂
杉
「
あ
、
沖
さ
ん
」

亜
希
良
、
菅
原
と
坂
杉
に
頭
を
下
げ
る
。

菅
原
、
亜
希
良
に
近
づ
く
。

亜
希
良
「
10
日
間
も
、申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
は
ご
挨
拶
と
、
復
帰
の
ご
相
談
に
」

菅
原
「
そ
う
か
。
こ
の
た
び
は
…
…
」

菅
原
、
き
っ
ち
り
と
頭
を
下
げ
る
。

坂
杉
、
慌
て
て
頭
を
下
げ
る
。

亜
希
良
「（
頭
を
下
げ
な
が
ら
）
弔
電
と
お
香
典
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

菅
原
「
い
や
い
や
」

亜
希
良
「
今
度
か
ら
、
朝
イ
チ
か
ら
の
シ
フ
ト
も

可
能
で
す
の
で
」

菅
原
「
わ
か
っ
た
。
よ
ろ
し
く
」

亜
希
良
「
…
…
あ
の
…
…
（
小
声
で
）
茶
山
さ
ん

か
ら
、
高
崎
さ
ん
が
辞
め
た
と
…
…
」

菅
原
「
い
や
。
ク
ビ
に
し
た
」

亜
希
良
「
え
っ
？
」

菅
原
「
シ
フ
ト
変
更
が
困
難
で
、
沖
さ
ん
の
代
わ

り
に
僕
が
入
っ
て
い
た
ん
だ
が
」

亜
希
良
「
あ
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

菅
原
、
手
を
左
右
に
振
る
。

菅
原
「
い
や
、そ
れ
が
幸
い
し
た
。
レ
ジ
閉
め
の
時
、

何
か
高
崎
の
様
子
が
お
か
し
い
と
思
っ
て
」

亜
希
良
「
…
…
」

菅
原
「
レ
ジ
ミ
ス
の
処
理
、
あ
る
で
し
ょ
う
」

亜
希
良
「
え
え
、
う
っ
か
り
通
し
て
し
ま
っ
た
商

品
を
、
取
り
消
す
」

菅
原
「
う
ん
。
何
千
円
か
取
り
消
し
て
、
レ
ジ
か
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ら
そ
の
額
を
抜
い
て
い
た
」

亜
希
良
「
え
っ
！
」

菅
原
「
小
額
ず
つ
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
や
っ
て
い
た

ら
し
い
。
僕
が
い
る
時
に
も
や
る
な
ん
て
…
…
」

亜
希
良
「
…
…
」

菅
原
、
眉
を
ひ
そ
め
る
。

菅
原
「
全
く
、
参
っ
た
よ
。
花
園
町
2
丁
目
の
佐

藤
様
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
呼
ん
だ
の
は
、
初
め

て
だ
っ
た
」

亜
希
良
、
無
言
で
立
ち
尽
く
す
。

亜
希
良
Ｎ
「
シ
ョ
ッ
ク
す
ぎ
て
、
何
を
ど
う
考
え

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
一
つ
だ
け
わ

か
っ
た
の
は
、
あ
の
シ
ー
ン
は
や
っ
ぱ
り
私
と

高
崎
さ
ん
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
だ
っ
た
と
い
う
事
。

私
の
妙
な
力
は
、
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
」

○
函
館
の
冬
の
風
景

函
館
山
、
薄
く
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。

金か
ね

森も
り

倉そ
う

庫こ

群
の
前
を
行
き
か
う
人
々
。

大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
前
、
写
真

を
撮
る
人
々
。

○
亜
希
良
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
）

亜
希
良
と
路
子
、
向
か
い
合
っ
て
朝
食
を

と
っ
て
い
る
。

路
子
「
も
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
所
、
行
か
な
く
て

良
く
な
っ
て
…
…
何
か
、
変
だ
ね
」

亜
希
良
「
う
ん
」

路
子
、
手
を
止
め
る
。

路
子
「
何
か
さ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
急
に
変
な
事

言
い
だ
す
か
ら
、
つ
い
、
叱
っ
た
り
し
て
さ
」

亜
希
良
「
う
ん
」
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路
子
「
聞
き
流
せ
ば
良
か
っ
た
の
に
さ
。
も
っ
と

優
し
く
…
…
さ
ぁ
」

亜
希
良
「
大
丈
夫
だ
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
ん

な
の
全
部
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
る
よ
」

路
子
「
そ
う
か
。
…
…
そ
う
だ
ね
。
そ
う
思
う
事

に
す
る
か
」

亜
希
良
「
う
ん
」

路
子
、
食
べ
か
け
て
ま
た
手
を
止
め
る
。

路
子
「
…
…
あ
ん
た
、
ど
う
す
る
の
？　

東
京
に

戻
る
？
」

亜
希
良
「
戻
ら
な
い
。
こ
こ
に
い
て
い
い
？
」

路
子
「
い
い
よ
、
い
い
よ
い
い
よ
ー
」

亜
希
良
、
フ
ッ
と
笑
う
。

亜
希
良
「
い
い
よ
多
す
ぎ
」

路
子
「
あ
ん
た
ま
で
い
な
く
な
っ
た
ら
、
さ
び
し

す
ぎ
る
も
ん
」

亜
希
良
「
…
…
」

路
子
、
食
事
を
再
開
す
る
。

路
子
「
今
日
、
早
番
？
」

亜
希
良
「
う
ん
。
で
も
帰
り
、
鍼
に
行
く
か
も
」

路
子
「
鍼
っ
て
、
そ
ん
な
に
い
い
の
？　

あ
た
し

も
行
こ
う
か
な
」

亜
希
良
、
手
を
止
め
、
身
を
乗
り
出
す
。

亜
希
良
「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
疲
れ
が
取
れ
る
よ
。

森
川
先
生
、
す
っ
ご
く
優
し
い
し
」

路
子
「（
モ
グ
モ
グ
し
な
が
ら
）
笑
顔
は
？
」

亜
希
良
「
へ
っ
？
」

路
子
「（
モ
グ
モ
グ
し
な
が
ら
）
笑
顔
が
い
い
？
」

亜
希
良
「（
戸
惑
っ
て
）
え
…
…
う
ん
」

路
子
、
ゴ
ク
ン
と
飲
み
込
む
。

路
子
「
好
き
な
の
？　

あ
ん
た
」

亜
希
良
「
え
」
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路
子
「
そ
の
、
森
川
っ
て
先
生
」

亜
希
良
「（
動
揺
し
て
）
え
、
え
、
何
？
」

路
子
「
だ
っ
て
あ
ん
た
、
中
学
生
の
時
、
初
め
て

の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
の
時
か
ら
、
笑
顔
が
い
い

と
か
っ
て
さ
、
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
」

亜
希
良
「
え
っ
、
そ
ん
な
の
覚
え
て
な
い
」

路
子
「
あ
た
し
覚
え
て
る
。
ま
あ
す
ぐ
別
れ
ち
ゃ

っ
た
よ
う
だ
け
ど
、
そ
れ
か
ら
も
ち
ょ
く
ち
ょ

く
…
…
、あ
ん
た
、と
に
か
く
笑
顔
に
弱
い
よ
ね
」

亜
希
良
「
あ
ー
、
思
い
当
た
り
す
ぎ
る
か
も
」

路
子
「
ま
、
あ
た
し
に
似
た
ん
だ
わ
ね
」

亜
希
良
「
え
え
？
」

路
子
、
ひ
ろ
し
の
写
真
を
手
で
示
す
。

路
子
「
あ
の
笑
顔
が
ね
。
良
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
ー
。

遺
伝
っ
て
怖
い
」

亜
希
良
、
プ
ッ
と
吹
き
出
す
。

亜
希
良
「
何
よ
も
う
ー
、
ノ
ロ
ケ
か
」

路
子
「
で
も
、
そ
の
先
生
、
全
盲
な
ん
で
し
ょ
？

　

い
く
ら
笑
顔
が
良
く
て
も
さ
」

亜
希
良
、
居
心
地
悪
そ
う
に
身
じ
ろ
ぎ
す

る
。

路
子
「
ま
あ
、
あ
ん
た
が
本
気
だ
っ
て
言
う
ん
な

ら
止
め
な
い
け
ど
さ
、
そ
う
で
も
な
い
な
ら
、

浅
い
う
ち
に
や
め
と
け
ば
？　

絶
対
苦
労
す
る
」

亜
希
良
、
呆
然
と
す
る
。

亜
希
良
「
教
師
な
の
に
、
差
別
的
発
言
」

路
子
「
そ
り
ゃ
あ
、
家
族
と
な
っ
た
ら
話
は
別
だ

よ
ぉ
。
娘
に
苦
労
は
さ
せ
た
く
な
い
も
の
」

亜
希
良
「
…
…
」

路
子
「（
立
ち
上
が
っ
て
）
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
ち

ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
、
片
づ
け
お
願

い
！
」
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亜
希
良
「
う
ん
。
…
…
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

路
子
、
カ
バ
ン
を
手
に
、
バ
タ
バ
タ
と
部

屋
を
出
て
い
く
。

亜
希
良
「
家
族
と
な
っ
た
ら
…
…
っ
て
」

玄
関
ド
ア
が
閉
ま
る
音
。

亜
希
良
、
考
え
込
み
な
が
ら
、
机
上
の
煙

草
の
箱
を
手
に
取
る
。

亜
希
良
「
家
族
か
…
…
」

亜
希
良
、
ひ
ろ
し
と
真
佐
子
の
写
真
を
ぼ

ん
や
り
見
る
。

亜
希
良
「
家
族
と
森
川
先
生
だ
け
、
見
え
な
い
」

亜
希
良
、
目
を
見
開
き
、
煙
草
の
箱
を
机

上
に
タ
ン
！　

と
置
く
。

亜
希
良
「
家
族
…
…
」

亜
希
良
、
口
に
手
を
あ
て
る
。

亜
希
良
「
家
族
は
…
…
終
わ
ら
な
い
…
…
」

亜
希
良
、
同
じ
姿
勢
の
ま
ま
止
ま
っ
て
い

る
。

亜
希
良
「
…
…
っ
て
、
ま
さ
か
…
…
」

亜
希
良
、
胸
元
に
手
を
あ
て
る
。

亜
希
良
「
…
…
ま
さ
か
…
…
ね
…
…
」

○
ス
ガ
ワ
ラ
書
店
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー

亜
希
良
、
ぼ
ん
や
り
と
レ
ジ
前
に
立
っ
て

い
る
。

女
性
客
Ｆ
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
立
つ
。

女
性
客
Ｆ
「
す
み
ま
せ
ん
」

亜
希
良
「
あ
、
は
い
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

女
性
客
Ｆ
「
こ
の
本
な
ん
だ
け
ど
」

女
性
客
Ｆ
、
バ
ッ
グ
か
ら
本
を
取
り
出
す
。

亜
希
良
「
は
い
」

女
性
客
Ｆ
「
白
い
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
」
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亜
希
良
「
え
っ
！　

拝
見
し
ま
す
」

女
性
客
Ｆ
、
亜
希
良
に
本
を
渡
す
。

亜
希
良
、
本
を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
る
。

途
中
に
3
か
所
ほ
ど
、
何
も
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
ペ
ー
ジ
。

亜
希
良
「
少
々
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。（
大
声
で
）

レ
ジ
お
願
い
し
ま
ー
す
」

亜
希
良
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
近
づ
い
て

く
る
沙
世
を
確
認
し
、
女
性
客
Ｆ
を
作
業

カ
ウ
ン
タ
ー
に
誘
導
す
る
。

○
同
・
作
業
カ
ウ
ン
タ
ー

亜
希
良
、
頭
を
下
げ
る
。

亜
希
良
「
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
ぐ
に
お
取
り
換
え
い
た
し
ま
す
」

女
性
客
Ｆ
「
交
換
は
い
い
わ
。
も
う
読
ん
じ
ゃ
っ

た
し
。
ミ
ス
テ
リ
だ
か
ら
、最
後
が
わ
か
っ
た
ら
、

途
中
は
も
う
い
ら
な
い
の
よ
ね
」

亜
希
良
「
え
、
そ
ん
な
…
…
」

亜
希
良
、
一
瞬
眉
を
ひ
そ
め
、
そ
の
後
ハ

ッ
と
す
る
。

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〜
〜

リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
、
施
術
室
。

亜
希
良
「
私
は
、
終
わ
り
が
わ
か
っ
て
い
た
ら
、

き
っ
と
愛
せ
だ
い
か
ぼ
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
だ
か
ら
、
始
め
ら
れ
だ
い
」

〜
〜
フ
ラ
ッ
シ
ュ
お
わ
り
〜
〜

亜
希
良
「（
小
声
で
）
同
じ
だ
…
…
」

女
性
客
Ｆ
「
は
ァ
？　

と
に
か
く
、本
は
返
す
か
ら
、
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お
金
返
し
て
も
ら
え
な
い
」

亜
希
良
「（
我
に
返
っ
て
）
で
は
、
お
買
い
上
げ
の

時
の
レ
シ
ー
ト
を
」

女
性
客
Ｆ
「
捨
て
ち
ゃ
っ
た
わ
よ
。
レ
シ
ー
ト
無

い
と
ダ
メ
？
」

亜
希
良
「
は
い
…
…
」

女
性
客
Ｆ
「
え
ー
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
？
」

沙
世
、
亜
希
良
の
そ
ば
に
来
る
。

沙
世
「（
小
声
で
）
ど
う
し
た
の
？
」

亜
希
良
「（
小
声
で
）
は
い
、
返
品
の
ご
希
望
な
ん

で
す
が
、
レ
シ
ー
ト
を
お
持
ち
で
な
く
て
」

沙
世
「（
小
声
で
）
あ
ー
。（
女
性
客
Ｆ
に
向
か
い
、

に
こ
や
か
に
）
承
知
い
た
し
ま
し
た
、
こ
ち
ら

で
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
」

沙
世
、
本
を
手
に
、
レ
ジ
に
戻
る
。

女
性
客
Ｆ
、
沙
世
に
つ
い
て
移
動
す
る
。

○
同
・
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー

沙
世
、
女
性
客
Ｆ
に
お
金
を
渡
し
、
深
々

と
お
辞
儀
を
す
る
。

沙
世
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
お
越

し
く
だ
さ
い
」

亜
希
良
、
作
業
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
辞
儀
し
、

女
性
客
Ｆ
が
立
ち
去
る
の
を
見
届
け
、
沙

世
の
そ
ば
に
行
く
。

亜
希
良
「
結
城
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

沙
世
「
い
い
の
い
い
の
」

亜
希
良
「
レ
ジ
ミ
ス
処
理
、
私
や
り
ま
す
」

沙
世
「
あ
あ
、
さ
っ
き
の
お
金
は
レ
ジ
か
ら
じ
ゃ

な
い
か
ら
」

亜
希
良
「
え
、
そ
う
な
ん
で
す
か
」

沙
世
、
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
下
の
引
き
出
し
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を
開
け
、
小
さ
な
缶
を
指
す
。

沙
世
「
こ
れ
。
今
み
た
い
な
時
に
使
え
っ
て
、
店

長
か
ら
言
わ
れ
て
る
か
ら
。
ど
う
し
て
も
あ
る

の
よ
ね
ー
、
こ
う
い
う
事
」

亜
希
良
「
へ
え
」

沙
世
「
沖
さ
ん
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
」

亜
希
良
「
は
い
」

加
奈
、
レ
ジ
コ
ー
ナ
ー
に
来
る
。

加
奈
「
あ
ら
ぁ
。
結
城
さ
ん
た
ら
、
沖
さ
ん
に
教

え
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

沙
世
「
え
え
、
は
い
？
」

加
奈
「
ダ
メ
よ
ぉ
ー
、
よ
く
沖
さ
ん
と
つ
る
ん
で

た
人
、
泥
棒
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
。
沖
さ
ん
だ
っ

て
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
し
ょ
？
」

亜
希
良
「
…
…
！
」

亜
希
良
、
驚
き
で
言
葉
が
出
な
い
。

沙
世
「（
お
ず
お
ず
と
）
え
、
で
も
、
月
島
さ
ん
の

方
が
、
高
崎
さ
ん
と
…
…
」

加
奈
、
沙
世
を
キ
ッ
と
見
る
。

加
奈
「
私
が
あ
ん
な
人
と
、
親
し
か
っ
た
わ
け
な

い
で
し
ょ
っ
」

沙
世
「
え
、
で
も
…
…
」

亜
希
良
「（
呆
然
と
）
そ
っ
か
…
…
」

加
奈
「
何
？
」

亜
希
良
「
全
部
、
な
か
っ
た
事
に
…
…
こ
れ
も
同

じ
だ
…
…
」

加
奈
「
は
あ
？
」

亜
希
良
、
ク
ス
ク
ス
笑
い
だ
す
。

亜
希
良
「
お
ん
な
じ
だ
…
…
私
も
」

加
奈
と
沙
世
、
笑
う
亜
希
良
を
じ
ろ
じ
ろ

見
る
。

加
奈
「
ち
ょ
っ
と
、
沖
さ
ん
」
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亜
希
良
「
あ
。
す
み
ま
せ
ん
。（
朗
ら
か
に
）
じ
ゃ
、

缶
の
置
き
場
所
、
変
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

返
本
入
り
ま
す
」

亜
希
良
、
頭
を
下
げ
る
と
、
あ
然
と
し
て

い
る
2
人
に
背
を
向
け
、
足
早
に
去
る
。

○
ス
ー
パ
ー
ハ
コ
ダ
テ
内
・
従
業
員
用
喫
煙
所

亜
希
良
、
無
人
の
喫
煙
所
に
入
り
、
エ
プ

ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
煙
草
の
箱
を
取
り

出
し
、
1
本
く
わ
え
る
。

亜
希
良
「
…
…
」

亜
希
良
、
火
を
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
と
２
、

３
口
吸
う
。

亜
希
良
「
ふ
ー
…
…
」

亜
希
良
、
手
元
の
煙
草
を
じ
っ
と
見
、
長

い
ま
ま
の
煙
草
を
灰
皿
に
落
と
す
。

ジ
ュ
ッ
…
…
と
火
が
消
え
る
音
。

亜
希
良
、
灰
皿
を
見
つ
め
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
初
め
て
、
ラ
ス
ト
が
見
え
な
い
本
を

読
み
始
め
て
み
る
、
っ
て
事
だ
よ
ね
…
…
」

○
リ
ュ
ー
ズ
鍼
灸
院
・
入
口
前
（
夕
方
）

亜
希
良
、
軽
や
か
な
足
取
り
で
歩
い
て
く

る
。

亜
希
良
、
ド
ア
を
あ
け
る
。

○
同
・
待
合
室
（
夕
方
）

亜
希
良
、
待
合
室
に
入
り
、
ホ
ッ
と
息
を

つ
く
。

亜
希
良
「
こ
ん
ば
ん
は
」

希
美
「
こ
ん
ば
ん
は
！
」

富
沢
、
受
付
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
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富
沢
「
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」

亜
希
良
「
こ
ん
ば
ん
は
」

富
沢
、
ス
ッ
と
亜
希
良
の
近
く
に
来
る
。

富
沢
「
今
日
は
少
し
お
待
た
せ
す
る
か
も
で
す
」

亜
希
良
「
は
い
」

富
沢
「
森
川
、
只
今
精
神
統
一
中
」

亜
希
良
「
ど
う
か
な
さ
っ
た
ん
で
す
か
」

富
沢
「（
小
声
で
）
他
の
患
者
の
事
は
、
話
し
て
は

い
か
ん
の
だ
け
ど
、
あ
れ
だ
、
沖
さ
ん
だ
か
ら

言
っ
と
く
わ
」

亜
希
良
「
…
…
？
」

富
沢
「（
小
声
で
）
さ
っ
き
、
森
川
に
、
ち
ょ
っ
か

い
か
け
て
き
た
患
者
が
い
た
ん
だ
わ
」

亜
希
良
「
え
っ
」

富
沢
「（
小
声
で
）
こ
の
商
売
、
こ
っ
ち
は
細
心
の

注
意
払
っ
て
、
セ
ク
ハ
ラ
回
避
す
ん
だ
け
ど
も
」

亜
希
良
、
う
な
ず
く
。

富
沢
「（
普
通
の
声
で
）
し
た
け
ど
、
患
者
が
勝
手

に
そ
の
気
に
な
る
事
あ
ん
の
さ
。
で
、
逆
セ
ク

ハ
ラ
」

亜
希
良
「
そ
ん
な
…
…
」

富
沢
「
あ
れ
さ
、
患
者
が
医
者
を
好
き
に
な
っ
ち

ゃ
う
的
な
や
づ
」

亜
希
良
「
…
…
」

富
沢
「
森
川
優
し
い
か
ら
さ
ー
、
ん
で
も
優
し
く

す
ん
の
が
仕
事
だ
が
ら
。（
大
声
で
）で
、俺
が
ね
、

も
う
来
る
な
！　

っ
て
こ
う
、
ビ
シ
っ
と
」

富
沢
、
空
手
の
よ
う
な
手
つ
き
を
す
る
。

希
美
「（
受
付
窓
口
か
ら
）
こ
ら
富
沢
ッ
、
何
し
ゃ

べ
っ
て
る
ッ
！
」

富
沢
「
キ
ャ
ッ
、
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ー
ん
」

富
沢
、
ピ
ョ
ン
と
飛
び
上
が
り
、
踊
る
よ
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う
に
待
合
室
の
隅
に
行
く
。

亜
希
良
、
ス
ト
ン
と
ソ
フ
ァ
に
座
る
。

○
同
・
施
術
室
（
夜
）

亜
希
良
、
ベ
ッ
ド
に
腰
か
け
て
い
る
。

森
川
、
亜
希
良
の
背
後
に
立
ち
、
タ
オ
ル

を
か
け
た
亜
希
良
の
頭
や
肩
を
触
っ
て
い

る
。

森
川
「
…
…
ん
。
今
日
は
、
な
か
な
か
ほ
ぐ
れ
て

く
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

亜
希
良
「
…
…
そ
う
で
す
か
」

森
川
「
何
か
、
辛
い
事
が
あ
り
ま
し
た
か
？
」

亜
希
良
「
え
」

森
川
「
僕
の
勘
違
い
か
な
」

森
川
、
亜
希
良
の
首
を
そ
っ
と
さ
す
る
。

亜
希
良
「
…
…
」

亜
希
良
の
目
か
ら
、
ポ
ロ
ン
と
涙
が
こ
ぼ

れ
る
。

亜
希
良
「
う
」

亜
希
良
、
ポ
ロ
ポ
ロ
と
涙
を
こ
ぼ
す
。

森
川
「
う
ん
？　

沖
さ
ん
？
」

森
川
、
手
を
止
め
る
。

亜
希
良
「
う
ー
。
う
ー
」

森
川
「
沖
さ
ん
、
泣
い
て
ま
す
？
」

亜
希
良
「
う
う
ー
。
は
い
ー
」

亜
希
良
、
タ
オ
ル
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
、
コ

ク
コ
ク
う
な
ず
く
。

森
川
「（
静
か
に
）
何
が
あ
っ
た
か
、
僕
に
言
え
ま

す
か
？
」

亜
希
良
「
…
…
言
え
っ
、
言
え
な
っ
」

森
川
「
…
…
」

森
川
、
手
を
止
め
て
待
つ
。
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亜
希
良
、
泣
き
じ
ゃ
く
る
。

静
か
な
室
内
。

遠
く
、
ポ
ン
ポ
ン
と
花
火
の
音
。

森
川
「
あ
。
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
「
し
ば
ら
く
行
っ
て
な
い
な
…
…
」

亜
希
良
、
グ
ス
ッ
と
鼻
を
す
す
る
。

森
川
、
亜
希
良
か
ら
離
れ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
箱
を
手
に
戻
る
。

森
川
「
さ
」

亜
希
良
、
箱
を
受
け
取
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
数
枚
取
り
出
し
、
鼻
に
あ
て
る
。

亜
希
良
「
す
び
ば
せ
ん
…
…
」

ポ
ン
ポ
ン
と
花
火
の
音
。

森
川
、
再
び
亜
希
良
の
背
後
に
立
つ
。

森
川
「
今
は
も
う
、
無
い
ら
し
い
で
す
け
ど
、
以

前
は
タ
イ
ル
の
壁
画
が
あ
り
ま
し
た
ね
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
「
僕
、
ま
だ
見
え
て
い
た
頃
、
そ
の
タ
イ
ル

を
見
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
バ
ー
カ
バ
ー

カ
っ
て
書
い
て
あ
る
タ
イ
ル
が
…
…
」

亜
希
良
「
え
っ
！
」

亜
希
良
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
鼻
に
あ
て
た
ま

ま
、
グ
ル
ン
と
振
り
向
く
。

森
川
「
え
？
」

亜
希
良
「
え
っ
？　

え
っ
？
」

森
川
「
ど
う
…
…
」

亜
希
良
「
先
生
！
」

森
川
「
は
い
っ
？
」

亜
希
良
「
そ
れ
多
分
、
私
で
す
…
…
っ
！
」

森
川
「
え
！
」

亜
希
良
、
前
に
向
き
直
る
。
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亜
希
良
「
き
っ
と
私
で
す
。
嘘
み
た
い
…
…
！
」

森
川
「
え
ー
、
驚
い
た
な
あ
！　

バ
ー
カ
バ
ー
カ

が
強
烈
す
ぎ
て
、
他
の
事
は
全
く
覚
え
て
い

な
い
、
っ
て
い
う
、
笑
い
話
を
す
る
つ
も
り
で

…
…
」

亜
希
良
「
ご
、
ご
め
ん
な
さ
い
」

森
川
「（
笑
っ
て
）
い
え
い
え
」

亜
希
良
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
鼻
か
ら
離
す
。

亜
希
良「
…
…
小
学
生
の
頃
で
す
。
本
が
読
み
た
い
、

っ
て
書
い
た
ん
で
す
け
ど
、
父
が
覗
き
込
ん
で

く
る
の
が
嫌
で
、
バ
カ
っ
て
」

森
川
「
そ
う
で
し
た
か
。
残
念
な
が
ら
、
お
願
い

の
部
分
は
覚
え
て
い
な
い
な
あ
」

亜
希
良
、
力
な
く
笑
う
。

亜
希
良
「
私
…
…
、
ど
、
ど
う
い
う
わ
け
か
…
…
、

本
が
、
読
め
な
く
て
」

亜
希
良
、
グ
ス
ッ
と
鼻
を
す
す
る
。

森
川
「
字
が
読
め
な
か
っ
た
？
」

亜
希
良
「
い
え
、
そ
う
い
う
事
で
は
…
…
。
今
も

…
…
読
め
な
く
て
…
…
」

森
川
「
う
ー
ん
？　

録
音
図
書
で
も
良
い
の
な
ら
、

聞
い
て
み
ま
す
か
？
」

亜
希
良
「（
驚
い
て
）
録
音
？
」

森
川
「（
微
笑
ん
で
）
は
い
」

亜
希
良
「（
呆
然
と
）
録
音
は
考
え
て
な
か
っ
た
」

森
川
「
そ
れ
も
読
書
の
一
種
で
す
か
ら
」

亜
希
良
「
え
え
、
は
い
、
そ
う
で
す
ね
」

森
川
「
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
し
、
朗
読

者
の
読
み
方
も
様
々
で
面
白
い
で
す
」

亜
希
良
「
へ
ぇ
ー
」

森
川
「
富
沢
の
朗
読
も
上
手
で
ね
。
な
ぜ
か
、
そ

の
時
だ
け
な
ま
ら
な
い
」
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亜
希
良
、
ピ
ク
ッ
と
す
る
。

亜
希
良
「
富
沢
先
生
…
…
（
泣
き
だ
す
）
う
っ
」

森
川
「
え
っ
、
う
わ
、
再
開
し
ち
ゃ
っ
た
？
」

亜
希
良
「
う
、
う
ー
」

森
川
、
黙
っ
て
待
つ
。

亜
希
良
「
…
…
わ
、
私
…
…
、
も
う
、
こ
こ
に
来

ら
れ
な
い
」

森
川
、
一
瞬
驚
く
。

森
川
「（
静
か
に
）
…
…
ど
う
し
て
？
」

亜
希
良
「
う
う
…
…
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
…
…
私
、
こ
こ
に
来
る
の
、
が
、
楽
し

く
て
…
…
」

森
川
「
…
…
う
ん
」

亜
希
良
「
森
川
先
生
は
、
体
だ
け
じ
ゃ
な
く
…
…

心
も
、
ほ
わ
ん
っ
て
、
さ
せ
て
く
れ
る
…
…
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
病
室
、
あ
、
愛
が
あ

ふ
れ
て
た
…
…
」

森
川
、
微
笑
む
。

亜
希
良
「
う
。
う
。
そ
れ
で
私
…
…
で
も
私
」

森
川
「
う
ん
」

亜
希
良
「
フ
ラ
チ
な
、
気
持
ち
に
…
…
」

森
川
「
ん
、
ん
ん
？
」

亜
希
良
「
な
る
時
が
…
…
あ
っ
て
、
私
、
実
は
あ

っ
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
時
、
時
々
で
す
、
す
み
、

す
み
ま
せ
ん
」

森
川
「
い
え
い
え
…
…
」

亜
希
良
「
で
も
、
自
分
で
、
そ
の
気
持
ち
、
し
、

知
ら
ん
ぷ
り
、
し
て
ま
し
た
」

森
川
「
う
ん
…
…
」

亜
希
良
「
で
も
、
で
も
、
や
っ
ぱ
り
、
こ
の
気
持
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ち
は
…
…
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
と
、
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
」

森
川
「
う
ん
？
」

亜
希
良
「
富
沢
先
生
が
…
…
、
患
者
が
医
者
を
、

好
き
に
な
っ
ち
ゃ
う
、
的
な
事
が
、
よ
く
…
…

森
川
先
生
に
は
、
あ
っ
て
」

森
川
「
ん
ん
？
」

亜
希
良
「
そ
う
い
う
患
者
は
、
も
、
森
川
先
生
が
、

困
る
、
か
ら
…
…
だ
か
ら
、
だ
か
ら
…
…
」

森
川
、
た
め
息
を
つ
く
。

森
川
「
…
…
そ
れ
で
、
も
う
来
ら
れ
な
い
と
」

亜
希
良
、
コ
ク
コ
ク
と
う
な
ず
き
、
し
ゃ

く
り
上
げ
る
。

亜
希
良
「
そ
し
た
ら
何
か
、
も
の
す
ご
く
、
か
、

悲
し
く
、
悲
し
く
な
っ
…
…
」

亜
希
良
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
箱
か
ら
何
枚
も

取
り
出
し
、
鼻
に
当
て
る
。

森
川
「（
小
声
で
）
後
で
富
沢
、
ぶ
っ
飛
ば
す
」

森
川
、
亜
希
良
の
背
後
か
ら
両
肩
に
そ
っ

と
手
を
置
く
。

森
川
「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
今
度
は
僕

の
話
を
聞
い
て
頂
け
ま
す
か
」

亜
希
良
「
は
い
…
…
」

森
川
「
沖
さ
ん
と
出
会
っ
た
時
、
僕
は
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
」

亜
希
良
「
…
…
？
」

森
川
「
ほ
と
ん
ど
の
店
員
さ
ん
は
、
富
沢
と
一
緒

に
い
る
と
、
僕
が
質
問
し
て
も
富
沢
の
方
に
答

え
る
の
で
す
が
…
…
沖
さ
ん
は
違
っ
た
」

亜
希
良
「
そ
、
そ
う
で
し
た
か
…
…
？
」

森
川
「（
う
な
ず
い
て
）
は
い
。
し
っ
か
り
と
、
僕
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に
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
「
そ
れ
は
恐
ら
く
同
情
な
ど
で
は
な
く
、
元
々

そ
う
い
う
真
摯
な
方
な
の
だ
、
と
い
う
事
も
」

亜
希
良
「
…
…
あ
り
が
と
、
ご
ざ
い
ま
す
」

亜
希
良
、
う
つ
む
く
。

森
川
「
そ
の
う
え
、
わ
ざ
わ
ざ
追
い
か
け
て
き
て

く
れ
て
…
…
（
小
声
で
）
あ
れ
に
は
や
ら
れ
た
」

森
川
、
少
し
の
間
、
天
井
を
向
い
て
た
め

ら
い
、
思
い
切
っ
た
よ
う
に
顔
を
下
げ
る
。

森
川
「
僕
は
、
あ
な
た
の
声
や
話
し
方
に
魅
了
さ

れ
て
し
ま
っ
た
」

亜
希
良
、
目
を
見
開
く
。

森
川
「（
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
）
決
し
て
、富
沢
が
『
め

ん
こ
い
』
と
教
え
て
く
れ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
？
」

亜
希
良
、
思
わ
ず
笑
う
。

森
川
、
微
笑
む
。

森
川
「
だ
か
ら
名
刺
を
渡
し
、
電
話
も
し
ま
し
た
」

亜
希
良
「
え
…
…
」

森
川
「
も
し
、
沖
さ
ん
が
ご
自
分
か
ら
来
て
く
だ

さ
ら
な
か
っ
た
ら
、
恐
ら
く
ま
た
お
店
に
行
っ

て
営
業
を
か
け
て
い
た
で
し
ょ
う
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
「
僕
は
、
沖
さ
ん
が
独
身
か
、
恋
人
が
い
る

か
な
ん
て
、
全
く
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
「
と
に
か
く
お
会
い
し
た
く
て
…
…
会
っ
て

話
す
と
、
ま
た
会
い
た
く
な
っ
て
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
「
お
ば
あ
様
の
お
見
舞
い
ま
で
…
…
」
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森
川
、
苦
笑
す
る
。

森
川
「
自
分
で
も
、
必
死
す
ぎ
か
！　

と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
行
っ
て
良
か
っ
た
の
で
す
ね
」

亜
希
良
、
コ
ク
コ
ク
と
う
な
ず
く
。

森
川
「
ま
さ
に
不
埒
で
し
ょ
う
」

２
人
、
し
ば
し
無
言
。

森
川
「
…
…
さ
、
不
埒
は
お
互
い
さ
ま
だ
と
い
う

事
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
」

森
川
、
亜
希
良
の
肩
を
軽
く
ポ
ン
と
叩
く
。

森
川
「
提
案
で
す
。
沖
さ
ん
は
、
今
日
で
僕
の
患

者
を
や
め
る
」

亜
希
良
、
ビ
ク
ッ
と
す
る
。

森
川
「
そ
し
て
、
僕
の
彼
女
に
な
る
」

亜
希
良
「
…
…
は
？
」

森
川
「
…
…
」

亜
希
良
「
…
…
」

森
川
、
首
を
か
し
げ
る
。

森
川
「
あ
れ
。
間
違
っ
た
か
な
。
す
み
ま
せ
ん
」

亜
希
良
「
…
…
え
、
と
」

亜
希
良
、
グ
ズ
ッ
と
鼻
を
す
す
る
。

亜
希
良
「
そ
れ
、
は
、
ア
リ
な
ん
で
す
か
」

森
川
「
ま
あ
、
ア
リ
で
す
ね
」

亜
希
良
「
…
…
！
」

亜
希
良
、
グ
ル
ン
と
体
ご
と
振
り
向
き
、

ベ
ッ
ド
に
正
座
し
、
森
川
と
向
か
い
合
う
。

森
川
「
う
わ
」

森
川
、
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
の
ポ
ー
ズ
。

亜
希
良｢

先
生｣

森
川｢

（
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
の
ま
ま
）
は
い｣

亜
希
良
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
箱
を
脇
に
置
く
。

亜
希
良
「
森
川
先
生
」

森
川｢

（
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
の
ま
ま
）
は
い｣
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亜
希
良
、
頭
の
タ
オ
ル
を
外
す
。

亜
希
良｢
手
を
、
下
げ
て
頂
け
ま
す
か
？｣

森
川｢

（
両
手
を
下
げ
な
が
ら
）
は
い｣

亜
希
良
、
そ
っ
と
森
川
の
両
手
を
と
る
。

亜
希
良｢

や
っ
ぱ
り
何
も
…
…｣

森
川｢

え
？｣

亜
希
良｢

で
も
、
こ
れ
が
『
普
通
』
…
…｣

森
川｢

…
…
？｣

亜
希
良
、
森
川
を
じ
っ
と
見
る
。

亜
希
良
「（
決
然
と
）
先
生
。
今
日
で
先
生
の
患
者
、

や
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

森
川
「（
微
笑
ん
で
）
わ
か
り
ま
し
た
」

亜
希
良
「
そ
れ
で
…
…
あ
の
…
…
、
森
川
先
生
？
」

森
川
「
は
い
」

亜
希
良
、
も
じ
も
じ
す
る
。

亜
希
良
「
ベ
ッ
ド
の
上
で
キ
ス
と
か
、
は
、
ダ
メ

で
す
よ
ね
？
」

森
川
、
眉
を
寄
せ
る
。

森
川
「
う
ー
ん
、
1
回
く
ら
い
、
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
け
ど
」

亜
希
良
、
ゆ
っ
く
り
と
森
川
の
両
手
を
自

分
の
両
頬
に
当
て
る
。

森
川
、
か
が
ん
で
亜
希
良
に
顔
を
寄
せ
る
。

亜
希
良
「
あ
の
、
先
生
？
」

森
川
「
は
い
？
」

亜
希
良
「
そ
の
か
わ
り
、
時
間
制
限
無
し
で
お
願

い
出
来
ま
す
か
」

森
川
、
吹
き
出
す
。

森
川
「
全
く
、
あ
な
た
っ
て
人
は
…
…
」

亜
希
良
「
ア
ハ
ッ
」

森
川
「
…
…
沖
さ
ん
」

亜
希
良
「
は
い
」
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森
川
、
亜
希
良
の
両
頬
を
手
で
挟
ん
だ
ま

ま
、
に
っ
こ
り
笑
う
。

森
川
「
や
は
り
、回
数
制
限
も
無
し
に
し
ま
し
ょ
う
」

亜
希
良
、
微
笑
ん
で
森
川
の
首
に
両
腕
を

回
す
。

○
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
会
場
（
夜
）

に
ぎ
わ
う
人
々
。
雪
は
降
っ
て
い
な
い
。

大
き
な
ツ
リ
ー
が
パ
ッ
と
点
灯
す
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
私
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
時
々
夜

ま
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
の
書
店
で

働
き
、
何
日
か
に
１
回
、
笑
顔
が
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
で
視
力
の
な
い
恋
人
と
デ
ー
ト
す
る
」

人
ご
み
の
中
、
亜
希
良
と
、
亜
希
良
の
肘

を
つ
か
み
白
杖
を
持
っ
た
森
川
。

２
人
の
後
ろ
に
富
沢
、
ニ
ッ
ト
帽
の
希
美
。

亜
希
良
Ｎ
「
時
に
は
一
緒
に
録
音
図
書
を
聞
い
た

り
、
彼
に
点
字
の
本
を
読
ん
で
も
ら
う
」

亜
希
良
と
森
川
、
何
事
か
話
し
て
笑
う
。

亜
希
良
Ｎ
「
本
を
読
み
た
い
と
い
う
私
の
夢
は
、

少
し
形
は
違
う
け
れ
ど
、
何
十
年
ご
し
で
叶
っ

た
事
に
な
る
」

希
美
、
森
川
の
肩
を
軽
く
叩
き
、
耳
元
で

何
事
か
話
す
。

森
川
、
笑
顔
で
う
な
ず
く
。

亜
希
良
Ｎ
「
私
が
点
字
を
覚
え
よ
う
と
し
な
い
事
、

彼
は
文
句
を
言
う
け
れ
ど
」

富
沢
と
希
美
、
亜
希
良
と
森
川
か
ら
離
れ

る
。

亜
希
良
、
２
人
に
手
を
振
る
。

２
人
、
亜
希
良
に
手
を
振
り
返
す
。

亜
希
良
と
森
川
、
何
事
か
話
し
て
笑
う
。
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亜
希
良
Ｎ
「
点
字
を
読
む
指
先
が
セ
ク
シ
ー
だ
か

ら
…
…
な
ー
ん
て
！　

こ
れ
は
彼
に
は
内
緒
の

話
」

富
沢
と
希
美
、
何
事
か
話
し
て
笑
う
。

富
沢
、
希
美
の
ニ
ッ
ト
帽
を
ス
ポ
ン
と
取

り
、
自
分
の
頭
に
チ
ョ
コ
ン
と
乗
せ
る
。

希
美
、
頬
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
富
沢
の
腕
に

グ
ー
パ
ン
チ
を
食
ら
わ
す
。

亜
希
良
Ｎ
「
私
の
治
療
は
、
彼
の
親
友
が
引
き
継

い
で
く
れ
た
」

亜
希
良
、
チ
ラ
ッ
と
富
沢
を
見
る
。

亜
希
良
Ｎ
「
も
ち
ろ
ん
、
治
療
で
は
直
接
肌
を
触

ら
れ
る
わ
け
だ
け
ど
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
そ

の
人
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
も
、
全
く
見
え
な
い
」

大
き
な
花
火
が
上
が
り
、
富
沢
と
希
美
、

同
時
に
空
を
振
り
仰
ぐ
。

亜
希
良
Ｎ
「（
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
）
な
ん
で
だ
ろ
う

ね
？
」亜

希
良
、
森
川
と
手
を
つ
な
ぐ
。

花
火
に
照
ら
さ
れ
る
亜
希
良
と
森
川
の
笑

顔
。

〜
〜
回
想
〜
〜

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
。
大
き
な
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
前
を
に
ぎ
や
か
に
行
き
か
う

人
々
。

タ
イ
ル
壁
画
の
前
、
手
を
つ
な
い
だ
ひ
ろ

し
（
38
）・
亜
希
良
（
９
）
親
子
。

ひ
ろ
し
「
す
ご
い
ね
、
き
れ
い
だ
ね
ぇ
、
亜
希
良
」

亜
希
良
「
…
…
」

ひ
ろ
し
「
願
い
事
が
い
っ
ぱ
い
だ
ね
ぇ
」

亜
希
良
「
…
…
」
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ひ
ろ
し
「
亜
希
良
ぁ
、
亜
希
良
ち
ゃ
ん
、
ま
だ
怒

っ
て
ん
の
？
」

亜
希
良
「（
ボ
ソ
ッ
と
）
怒
っ
て
な
い
」

ひ
ろ
し
「
あ
っ
は
っ
は
、
嘘
ば
っ
か
」

亜
希
良
、
笑
顔
の
ひ
ろ
し
を
チ
ラ
ッ
と
見

る
。

ひ
ろ
し
「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
、
後
で
何
で
も
買

っ
て
あ
げ
る
か
ら
さ
ー
」

亜
希
良
、
パ
ッ
と
顔
を
輝
か
せ
る
。

亜
希
良
「
ホ
ン
ト
？　

じ
ゃ
あ
、
タ
イ
ル
の
と
こ

に
売
っ
て
た
、
ピ
カ
ピ
カ
バ
ッ
ジ
！
」

手
を
つ
な
ぎ
、
遠
ざ
か
る
2
人
。

２
人
と
入
れ
替
わ
り
に
、
タ
イ
ル
壁
画
に

歩
み
寄
る
森
川
祐
司
（
13
）。

タ
イ
ル
の
文
字
『
娘
の
願
い
が
叶
い
ま
す

よ
う
に
。
ｂ
ｙ
バ
ー
カ
バ
ー
カ
』

森
川
「
あ
っ
は
っ
は
、
何
だ
こ
れ
！
」

富
沢
竜
大
（
13
）「（
背
後
か
ら
）
お
い
森
川
ァ
、

何
し
て
ん
だ
？　

行
ぐ
ど
ー
？
」

森
川
「
お
う
っ
」

森
川
、振
り
返
り
、富
沢
と
共
に
駆
け
だ
す
。

キ
ラ
キ
ラ
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く

道
を
駆
け
て
い
く
、
2
人
の
後
ろ
姿
。

〜
〜
回
想
お
わ
り
〜
〜

お
し
ま
い
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